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第１章 小田原市の歴史的風致形成の背景 

１ 自然的環境 

（１）位置 

本市は神奈川県の南西部、東京都心部から南西へ約 70km の距離に位置する。市域は、

東西 17.5km、南北 16.9km、面積は県全体の 4.7％に当たる 113.60km2（11,360ha）で、横

浜市・相模原市・川崎市に次いで県内４番目の広さを有している。 

市庁舎の位置は、北緯 35度 15分 53秒、東経 139度９分 08秒（世界測地系）である。

市域の南西部は真鶴町・湯河原町・箱根町、北部は南足柄市・開成町・大井町、東部は中

井町・二宮町にそれぞれ接している。本市は、16 世紀以降、湘南地域の西側に位置する

これら西湘
せいしょう

地域の中核的な都市として小田原城と小田原宿を中心に発展してきた。 

 

（２）地形・地質 

地形の上から本市は、大きく東部の丘陵地、西部の山地、中央部の平野の３つに区分さ

れる。 

東部丘陵地は、曽
そ

我
が

山
やま

と呼ばれる大
おお

磯
いそ

丘 陵
きゅうりょう

の南西部に位置する。大
おお

磯
いそ

丘 陵
きゅうりょう

は、本市

の北側に位置する大井町、松田町から続く丘陵地である。断層活動により隆起して形成

された地形であり、断層が走るその西縁部と後述する中央部の足
あし

柄
がら

平
へい

野
や

との境界は、直

線状の急傾斜地となっている。 

西部山地は、箱
はこ

根
ね

外
がい

輪
りん

山
ざん

の東斜面と、その山麓にゆるやかに広がる軽石流堆積面の上

に位置する。箱
はこ

根
ね

外
がい

輪
りん

山
ざん

は、溶岩と火山砕
さい

屑
せつ

物
ぶつ

（噴火により噴出された溶岩流以外の噴出

物の総称）で形成されている。軽石流堆積面は、山体の一部の岩石や空気と混ざり合った

１-１ 主要都市との距離 
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高温のガスを含むマグマで形成されたなだらかで平らな地形である。その上層には、以

後の噴火による火山砕
さい

屑
せつ

物
ぶつ

が降り積もってできた関東ローム層という赤褐色の地層がみ

られている。 

中央部平野は、足
あし

柄
がら

平
へい

野
や

の南側に位置する。足
あし

柄
がら

平
へい

野
や

は、酒
さか

匂
わ

川
がわ

により丹
たん

沢
ざわ

山
さん

地
ち

、富
ふ

士
じ

山
さん

、箱
はこ

根
ね

火
か

山
ざん

から運ばれた砂や礫
れき

が堆積してできた扇状地性の平野である。 

 

 

（３）水系、伏流水 

本市を流れる主な河川としては、東から酒
さか

匂
わ

川
がわ

とその支流の狩
かり

川
がわ

、山
さん

王
のう

川
がわ

、早
はや

川
かわ

があ

り、その他に、大
おお

磯
いそ

丘 陵
きゅうりょう

や箱
はこ

根
ね

火
か

山
ざん

から流れる小河川がある。酒
さか

匂
わ

川
がわ

は富
ふ

士
じ

山
さん

東麓、早
はや

川
かわ

は芦
あし

ノ
の

湖
こ

、山
さん

王
のう

川
かわ

は箱
はこ

根
ね

外輪山
がいりんざん

の明
みょう

星
じょう

ヶ
が

岳
だけ

を水源としている。 

また、水を通しやすい性質を持つ扇状地性の平野である足
あし

柄
がら

平
へい

野
や

の地下には、良質な

地下水が貯えられており、周辺に湧水地を形成している。伏流水と呼ばれるこの地下水

の多くは、酒
さか

匂
わ

川
がわ

等の河床から浸透したものであるが、水田に引かれた灌漑用水が浸透

したものもあり、酒
さか

匂
わ

川
がわ

中流域においては箱
はこ

根
ね

火
か

山
ざん

や大磯
おおいそ

丘 陵
きゅうりょう

の急斜面から流入した

ものなどもある。 

  

１-２ 小田原市の地形（資料「国土地理院ウェブサイト（地理院タイル）」） 
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１-５ 市内を流れる河川 

１-３ 小田原市の地質 

１-４ 市内（栢山）の 

伏流水 
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（４）海底と海流 

本市の南側に広がる相模
さ が み

湾
わん

の沿岸付近では、太平洋南岸を北東に進む黒潮（日本海流）

の支流の一部が湾岸地形に沿って反時計回りに循環している。 

相模
さ が み

湾
わん

は、東半部では海岸線に沿って遠浅となっているが、西半部の本市付近におい

ては海岸線から海底に向けて急傾斜が形成されており、深海が岸に迫る地形となってい

る。 

この急傾斜は、海水に水温の高い表層と水温の低い深層の２層を創り出し、表層には

黒潮（日本海流）によって暖流系の魚類が、深層には親潮（千島海流）によって寒流系の

魚類が運ばれてくる。 

さらに、箱
はこ

根
ね

火
か

山
ざん

や丹
たん

沢
ざわ

山
さん

地
ち

から河川を経由して栄養分豊かな陸水が流れ込んでおり、

そうした条件のもとで、相模
さ が み

湾
わん

には多様な種類の魚が回遊している。 

 

 

１-７ 冬季相模湾の黒潮支流の流れ 

１-６ 相模湾周辺立体地図（国土交通省京浜河川事務所提供） 

 

小田原市 
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（５）気象 

本市の気温は、相模
さ が み

湾
わん

に流れ込む黒潮（日本海流）の影響を受け、年平均 15.8度と比

較的温暖で、夏は涼しく冬は暖かい気候となっている。また、2,000mmを超える年間平均

降水量は、全国的にも多い方である。これには、南側に相模湾を臨み、東・北・西の三方

を高い山や丘陵に囲まれている本市の地形が大きく影響している。 

こうした温暖で湿潤な気候は、生活に快適さをもたらすだけでなく、丘陵部などにお

ける梅及びみかんなどの柑橘
かんきつ

栽培、平野部における水稲栽培など、様々な農業生産を支

える前提となっている。 

１-８ 小田原市の気温*1 （「気象庁ホームページ」を基に作成） 

１-９ 小田原市の降水量*2 （「気象庁ホームページ」を基に作成） 

 
  

 
*1 過去 10 年間（平成 22 年（2010）～令和元年（2019））の平均値 
*2 小田原市の年間平均降水量は＊1と同じ。全国の年間平均降水量は「2010 年平均値」における 47 地点の

降水量（昭和 56 年（1981）～平成 22 年（2010））の平均値 
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２ 社会的環境 

（１）市の合併経緯*3 

明治 22年（1889）の市制・町村制施行により、本市の前身となる小
お

田
だ

原
わら

町
まち

をはじめ周

辺の足柄
あしがら

村
むら

*4、大窪村
おおくぼむら

、早川村
はやかわむら

、酒
さか

匂
わ

村
むら

に町村制が施行された。次いで、昭和 15年（1940）

にはこれらが合併し、同時に市制を施行して本市が誕生する。その後も、周囲の町村との

合併は進められ、昭和 46 年（1971）の 橘
たちばな

町
まち

との合併により、現在の市域が確定した。

平成 12年（2000）には特例市へ移行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
*3 酒匂村、曽我村は村区域の一部が合併の対象 
*4 昭和 15 年（1940）に足柄町となった  

１-10 小田原市の合併経緯 

明治 22 年 
(1889) 

昭和 15 年 
(1940) 

昭和 23 年 
(1948) 

昭和 25 年 
(1950) 

昭和 29 年 
(1954) 
7 月 

昭和 29 年 
(1954) 
12 月 

昭和 31 年 
(1956) 

昭和 46 年 
(1971) 

小田原町 

小田原市 
小田原市 

小田原市 
小田原市 

小田原市 
小田原市 

小田原市 

足柄村 

大窪村 

早川村 

酒匂村 

 下府中村 

  桜井村 

   豊川村 

    片浦村 

    下曽我村 

    酒匂町 

    国府津町 

    上府中村 

     曽我村 

      橘町 

  

 

１-11 合併前の小田原周辺 
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（２）土地利用 

市域の東部に大磯
おおいそ

丘 陵
きゅうりょう

、西部に箱
はこ

根
ね

外輪山
がいりんざん

の東斜面が広がる本市では、市域全体の約

４割が山林となっている。また、中央平野部の北部を中心に広がる農地は、市域全体の約

２割を占める。住宅用地や業務・商業用地、工業用地等の都市的土地利用は、相模湾に近

い足
あし

柄
がら

平
へい

野
や

の南部を中心に広がっており、市街化区域の約９割を占めている。 

 
 
*5  

 
*5 １-13、１-14、１-15 は「平成 27 年度神奈川県都市計画基礎調査」を基に作成した 

5%
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24%

55%

2%

5% 4%

1%
0%

1% 0% 1% 2%

１-12 土地利用現況図（「平成 27 年度神奈川県都市計画基礎調査」を基に作成） 

 

*5１-13 土地利用の構成 

（市域全体） 
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（91％） 

*5１-14 土地利用の構成 

（市街化区域内） 

都市的土地利用 
（14％） 

*5１-15 土地利用の構成 

（市街化調整区域内） 
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（３）人口動態 

本市の人口は、昭和 30 年（1955）の国勢調査で約 11 万人であったが、年々増加し続

け、平成７年（1995）の調査では、初めて 20万人に達した。その後もわずかに増加傾向

にあったが、平成 12年（2000）をピークとして、以後は緩やかな減少傾向に転じている。 

また、人口の年齢構成は、年少人口（０～14歳）と生産年齢人口（15～64歳）の割合

が減少している一方、老年人口（65歳以上）の割合が急速に増加している。 

国立社会保障・社会人口問題研究所の推計値によると、全国と同様に、今後も人口減

少・少子高齢化が進展することが想定される。 
*6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
*6 １-16、１-17「国勢調査」、「国立社会保障・社会人口問題研究所の推計値」（令和 2 年（2020）以降）

を基に作成した 
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*6１-17 年齢構成別の割合の推移 

*6１-16 本市の総人口の推移 
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（４）交通機関 

本市には、東西方向に国道１号や国道 135 号、小田原厚木道路、西湘
せいしょう

バイパスなど、

南北方向に国道 255号や県道 74号などの道路が整備されている。 

鉄道は、JR東海道本線・JR東海道新幹線・JR御
ご

殿
てん

場
ば

線・小田急小田原線・箱根登山線・

伊豆箱根鉄道大
だい

雄
ゆう

山
ざん

線の６路線が乗り入れており、市内に 18の鉄道駅を有している。特

に大正９年（1920）に開設された小田原駅は、現在、JR御
ご

殿
てん

場
ば

線を除く５路線が乗り入れ、

県西部の中心となるターミナル駅となっている。 

路線バスは、小田原駅などを起点とする路線を中心に箱根登山バス・伊豆箱根バス・富

士急モビリティ・神奈川中央交通の４社が運行している。 

 

 

１-18 公共交通網図 
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（５）産業 

「国勢調査」によると、平成 17年度（2005）以降、本市の労働人口は減少傾向にある。

産業別の割合では、第１次産業及び第２次産業の割合が減少し、第３次産業の割合が増

加している。この傾向は、『小田原市歴史的風致維持向上計画（第１期）』の認定を受けた

平成 23年（2011）以降も変わらない状況である。 

本市の産業種別の特徴として、県内他市町村に比べ、水産加工業や木工業などの伝統

産業に類する製造業、宿泊業・飲食サービス業の割合が比較的高い点があげられる。 

*7 

 

 

 

 

 

 

 

 
*7 １-19、１-20 は「国勢調査」を基に作成した 

*7１-20 産業別労働人口の割合の推移 
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0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

平成17年度

(2005)

【99,766人】

平成22年度

(2010)

【96,209人】

平成27年度

(2015)

【88,048人】

第１次産業 第２次産業 第３次産業 分類不能の産業

*7１-19 産業形態別の労働人口の推移 
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（６）観光 

本市の入込観光客数は、東日本大震災の影響を受けて平成 23年（2011）に大きく減少

したが、直後に『小田原市歴史的風致維持向上計画（第１期）』の認定を受け、小田原城

天守閣のリニューアルやまち歩きなどの様々な取組により、平成 28年（2016）以降は大

きく増加している。 

これに伴い、宿泊客数も増加しているが、市内に宿泊施設が少ないことや、箱根や伊豆

といった宿泊施設の充実した市町と近接していることから、入込観光客数に占める宿泊

者数の割合は依然として低い水準に留まっている。 

また、観光に伴う消費額は、入込観光客数や宿泊客数の推移に合わせ、増加傾向となっ

ている。 

 

 

 
１-21 入込観光客数、宿泊客数、観光に伴う消費額の推移（「神奈川県入込観光客調査」を基に作成） 

 

5,183 

5,191 

5,205 

5,040 

4,246 

4,370 

4,650 

4,514 

4,538 

5,943 

6,115 
6,182 

6,248 

237 233 229 229 219 230 248 235 226 198 265 304 389 

15,274 

15,248 

15,313 

14,918 

12,757 

13,167 
14,041 

13,692 

13,807 

17,221 

18,162 

19,894 

20,576 

0
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10,000

15,000

20,000

25,000
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平
成
１
９
年(

２
０
０
７)

平
成
２
０
年(

２
０
０
８)

平
成
２
１
年(

２
０
０
９)

平
成
２
２
年(

２
０
１
０)

平
成
２
３
年(

２
０
１
１)

平
成
２
４
年(

２
０
１
２)

平
成
２
５
年(

２
０
１
３)

平
成
２
６
年(

２
０
１
４)

平
成
２
７
年(

２
０
１
５)

平
成
２
８
年(

２
０
１
６)

平
成
２
９
年(

２
０
１
７)

平
成
３
０
年(

２
０
１
８)

令
和
元
年(

２
０
１
９)

（百万円）(千人)

入込観光客数 宿泊客数 消費額計

小田原市歴史的風致維持向上計画

（第１期）の認定 
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３ 歴史的環境 

（１）歴史 

①原始、古代 －小田原の形成－ 

＜旧石器時代＞ 

本市域で確認されている最も古い遺跡は、旧石器時代のものである。イギリス人医師

で考古学者でもあった N・G・マンローは、明治 38年（1905）に早
はや

川
かわ

及び酒
さか

匂
わ

川
がわ

流域の段

丘で採取した数点の遺物を、同 41年（1908）に日本で初めて確認された旧石器時代の資

料として学会に発表している。これは日本の考古学史に残る出来事となった。 

このほか、市内では谷
や

津
つ

山
やまの

神
かみ

遺
い

跡
せき

で約 18,000 年前の旧石器末期の石器群がまとまっ

て出土し、国指定の史跡である小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

御
ご

用
よう

米
まい

曲
くる

輪
わ

でも 20,000 年前の石核
せっかく

が出土す

るなど、市内西部を中心に旧石器時代の遺物が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜縄文時代＞ 

縄文時代の遺跡は、久野
く の

などの丘陵部を中心に多く確認されている。およそ 5,500 年

前の縄文前期に形成された羽
は

根
ね

尾
お

貝
かい

塚
づか

は、貝塚の発掘例が少ない相模
さ が み

川
がわ

以西で発見され

１-23 谷津山神遺跡第Ⅰ地点出土石器 

１-22 旧石器時代の遺跡分布 
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た３例目の貝塚である。ここでは、関東地方南部の土器に加え、中部地方・東海地方・関

西地方で生産された土器なども出土しており、これらの地域との間で広域的な交流が行

われていたことが想定されている。また、骨
こっ

角
かく

製
せい

の髪飾りや釣針、漆塗りの木製容器や土

器、木製の櫂
かい

や弓、獣骨や魚骨、クルミなど、当時の生活の痕跡を生々しく伝える遺物も

確認されている。特に、黒と赤で彩色された漆塗木製容器は、縄文人の美意識や技術の高

さを示すものであり、これらを含む羽
は

根
ね

尾
お

貝
かい

塚
づか

の出土資料は県指定の重要文化財となっ

ている。 

縄文中期になると、久
く

野
の

一
いっ

本
ぽん

松
まつ

遺
い

跡
せき

で 66基の竪穴住居跡が確認されるなど、丘陵上の

大規模な集落を舞台に人々の活発な活動が行われていた様子が想定できる。縄文時代の

遺跡は、ほかにも荻
おぎ

窪
くぼ

・水
みず

之
の

尾
お

・早
はや

川
かわ

・根
ね

府
ぶ

川
かわ

などの市内西部や曽
そ

我
が

や千
ち

代
よ

などの市内東

部の丘陵上で確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜弥生時代＞ 

弥生時代の遺跡のうち谷
や

津
つ

（小田原）遺
い

跡
せき

は、かつて南関東地方の土器編年の骨格を担

った小田原式と呼ばれる土器が出土した標識遺跡であり、全国的にその名を知られてい

１-24 縄文時代の遺跡分布 

 

１-25 羽根尾貝塚漆塗木製容器出土状況 
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る。 

また、中
なか

里
ざと

遺
い

跡
せき

は関東地方における最古の本格的な弥生集落とされており、本市を代

表する遺跡の１つとなっている。中
なか

里
ざと

遺
い

跡
せき

では、瀬戸内地方から東海地方にかけての地

域で生産された土器が一定量出土していることから、その住人は当該方面の弥生文化と

の交流があったと考えられている。 

弥生時代の遺跡は、このほか、久
く

野
の

・多
た

古
こ

・高
たか

田
た

・千
ち

代
よ

・永
なが

塚
つか

・羽
は

根
ね

尾
お

などの各所で確

認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜古墳時代＞ 

古墳前期には、千
ち

代
よ

・永
なが

塚
つか

・高
たか

田
た

などの低位丘陵上や国
こ

府
う

津
づ

などに集落が展開してい

た様子が確認されている。千
ち

代
よ

南
みなみ

原
ばら

遺
い

跡
せき

では鍛冶関連遺物が出土しており、有力者の存

在も想定できる。 

古墳後期においても、千
ち

代
よ

・永
なが

塚
つか

・高
たか

田
た

・国
こ

府
う

津
づ

などに集落が存在していたが、加えて

久
く

野
の

丘
きゅう

陵
りょう

上に古墳群の形成が確認されている。久
く

野
の

丘 陵
きゅうりょう

上の古墳については、かつて

久野
く の

百
ひゃく

塚
づか

や久野
く の

九十九
つ く も

塚
づか

とも呼ばれ、120 基以上の古墳が存在していたものと想定され

１-27 中里遺跡（現、小田原ダイナシティ） 

１-26 弥生時代の遺跡分布 
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ている。中でも、市指定の史跡である久
く

野
の

１
いち

号
ごう

古
こ

墳
ふん

は、墳丘の直径 39ｍ、高さ 5.9mに及

んでおり、神奈川県内では最大級の円墳である。 

このほか、国
こ

府
う

津
づ

や小
こ

八
や

幡
わた

の低地部などで複数の円墳の痕跡が確認されており、田
た

島
じま

や羽
は

根
ね

尾
お

などの大
おお

磯
いそ

丘 陵
きゅうりょう

には横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

と呼ばれる古墳が分布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜古代（奈良、平安時代）＞ 

古代において、市域の大半は相模
さ が み

国
のくに

足
あしの

下
しも

郡
ぐん

に属しており、一部は足
あしの

上
かみ

郡
ぐん

、余
よ

綾
ろぎ

郡
ぐん

に

も及んでいた。多くの遺跡が確認されているが、最も顕著に遺跡が展開しているのは、永
なが

塚
つか

・千
ち

代
よ

・高
たか

田
た

という低位段丘上である。 

永
なが

塚
つか

遺
い

跡
せき

及び下
しも

曽
そ

我
が

遺
い

跡
せき

では、多くの墨書土器が出土し、舗装道路の跡や格式の高い

井戸が確認されていることから、この辺りに足
あしの

下
しも

郡
ぐん

の役所である郡
ぐう

家
け

が存在したのでは

ないかと考えられている。また、千
ち

代
よ

には千
ち

代
よ

寺
じ

院
いん

跡
あと

（千
ち

代
よ

廃
はい

寺
じ

）と呼んでいる寺院が存

在した。その想定域からは、塼
せん

仏
ぶつ

（粘土板に浮彫した仏像）や螺
ら

髪
ほつ

などの仏教関連遺物、

瓦が出土しており、建造物の土台となる版
はん

築
ちく

基
き

壇
だん

なども確認されている。 

１-29 久野１号古墳 

１-28 古墳時代の遺跡分布 
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②中世 －小田原の発展－ 

＜鎌倉期の小田原＞ 

平安末期、 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が武家として初めて太政大臣の位に登り隆盛を極めると、朝廷や

源氏を中心とする武士の間に不満が広まった。治承４年（1180）には 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が配
はい

流
る

先

の伊豆
い ず の

国
くに

で挙兵するが、平家方の大
おお

庭
ば

景
かげ

親
ちか

らと市域南部の早川
はやかわ

及び石
いし

橋
ばし

山
やま

周辺での合戦

に敗れて真
まな

鶴
づる

より安房
あ わ の

国
くに

に逃れた。この石橋山
いしばしやま

合戦では佐
さ

奈
な

田
だ

与
よ

一
いち

義
よし

忠
ただ

とその家臣陶
す

山
やま

文
ぶん

三
ぞう

が討死しており、２人を祀
まつ

った与
よ

一
いち

塚
づか

と文三
ぶんぞう

堂
どう

は、現在県指定の史跡となっている。

その後ほどなく平家を滅ぼし、鎌倉に幕府を開いた頼
より

朝
とも

は、箱根と伊豆山の両権現への

二所参詣の途中でしばしばこの地を訪れ、涙を流したという（「吾
あ

妻
づま

鏡
かがみ

」）。 

中
なか

村
むら

氏・土
と

肥
い

氏・小
こ

早
ばや

川
かわ

氏・大
おお

友
とも

氏ら市域に本拠をもつ武士の多くは、頼
より

朝
とも

の御
ご

家
け

人
にん

と

なり、鎌倉幕府を支えた。その中には、大
おお

友
とも

氏（のち戦国大名）、小
こ

早
ばや

川
かわ

氏（のち戦国大

名毛
もう

利
り

氏の重臣）のように、蒙古襲来に備えて、承久の乱後、西国で獲得した所領に拠点

を移したものもいる。 

鎌倉時代の市域においてもっとも繁栄していたとみられるのは酒
さか

匂
わ

である。ここには

鎌倉幕府が設置した浜
はん

部
べ

御
ご

所
しょ

があったことが知られており、「金
きん

槐
かい

和
わ

歌
か

集
しゅう

」には、３代将

１-30 古代の遺跡分布 

１-31 千代寺院跡の調査 
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軍 源
みなもとの

実
さね

朝
とも

がここで詠んだ歌も掲載されている。 

一方で、鎌倉時代の遺跡は、酒
さか

匂
わ

北川端
きたかわばた

遺
い

跡
せき

や酒
さか

匂
わ

北
きた

中
なか

宿
じゅく

遺
い

跡
せき

、高
たか

田
た

北
きた

之
の

前
まえ

遺
い

跡
せき

や国
こ

府
う

津
づ

三
み

ツ
つ

俣
また

遺
い

跡
せき

、小
こ

八
や

幡
わた

酒
さか

匂
わ

境
さかい

遺
い

跡
せき

などで確認されている。他では、早川
はやかわ

の紀伊
き い

神社
じんじゃ

に

社殿下で出土したという 12世紀末～13世紀初頭の中国製青
せい

白
はく

磁
じ

小壺
こ つぼ

・常滑
とこなめ

壺
つぼ

・渥
あつ

美
み

壺
つぼ

が

伝わっているほか、酒
さか

匂
わ

の大
だい

見
けん

寺
じ

所在の徳治３年（1308）銘の宝篋印塔
ほうきょういんとう

を最古とする造

物が散見されている。 

 

＜南北朝期の小田原＞ 

東海道は、もともと足
あし

柄
がら

峠
とうげ

を経由していたが、13世紀半ば頃から箱根峠を越えるルー

トが本道となった。鎌倉幕府将軍の二
に

所
しょ

参
さん

詣
けい

などにより交通量が増加したためである。

これに伴い、小田原はこのルートに沿った宿駅として、13 世紀末頃に成立したと考えら

れる。史料上で地名が初めて確認されるのは、鎌倉末期の 14世紀初頭のことであり、そ

の位置は、松
まつ

原
ばら

神社
じんじゃ

の門前、戦国時代に宮
みやの

前
まえ

と呼ばれる区画の周辺であったと考えられ

ている。 

南北朝期になると、「太
たい

平
へい

記
き

」の記述に、鎌倉から逃れた畠
はたけ

山
やま

国
くに

清
きよ

以下 300 余騎が小

田原宿に寄宿したとあることから、この頃には宿駅として相当規模の発展を見せていた

ことがうかがえる。時を同じくして、史料上に登場する小田原の所見数が酒
さか

匂
わ

を凌
りょう

駕
が

す

るようになる。 

この時期の遺跡としては、御
お

組
くみ

長
なが

屋
や

遺
い

跡
せき

で 14世紀代の井戸が検出されている。石塔で

は、相模型と呼ばれる特徴的な安山岩製板碑があり、このうち、国府津
こ う づ

の宝
ほう

金
こん

剛
ごう

寺
じ

の１

基、南
みなみ

町
ちょう

の居
い

神
がみ

神社
じんじゃ

の２基が市指定の文化財となっている。また、御
ご

用
よう

米
まい

曲
くる

輪
わ

で２基が

出土しており、東京国立博物館に小田原で出土した１基が所蔵されている。 

 

＜室町期の小田原＞ 

室町幕府の成立後、関東では応永 23年(1416)の上杉
うえすぎ

禅
ぜん

秀
しゅう

の乱、永享の乱（永享 10年

（1438））、結城合戦（永享 12年（1440））、享徳の乱（享徳３年（1454）～文明 14年（1483））、

長享の乱（長享元年（1487）～永正２年（1505））と内乱が続く。 

この間、小田原には、上杉
うえすぎ

禅
ぜん

秀
しゅう

の乱の戦功によって大
おお

森
もり

氏が進出してきていた。その

後、享徳の乱の勃
ぼっ

発
ぱつ

後に大
おお

森
もり

氏が小田原城を築城したとする史料があり、これが史料上

の小田原城の初見である（「鎌
かま

倉
くら

大
おお

草
ぞう

紙
し

」）。 

この時期の遺跡は、高
たか

田
た

南
みなみ

原
ばら

遺
い

跡
せき

や小田原城が位置する丘陵先端部を中心に散見され

ている。ただし、いまだ明確な大森
おおもり

氏時代の小田原城の痕跡は確認されておらず、考古学

的には北
ほう

条
じょう

氏登場以前の小田原城の様相は不明である。 
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＜戦国期の小田原＞ 

明応５年（1496）から文亀元年（1501）までの間に、当時伊豆の韮
にら

山
やま

城
じょう

（静岡県伊豆

の国市）を拠点としていた伊
い

勢
せ

宗
そう

瑞
ずい

が大
おお

森
もり

氏に代わって小田原城に進出する。宗
そう

瑞
ずい

は、そ

の後も韮山に在城し、小田原城にはやがて嫡子氏
うじ

綱
つな

を置いたと考えられている。永正 15

年（1518）に家督を継いだ２代氏
うじ

綱
つな

は小田原城を本拠とし、大永３年（1523）には苗字を

伊勢
い せ

姓から鎌倉幕府の執権北
ほう

条
じょう

氏と同じ北
ほう

条
じょう

姓に改めた。 

その後、３代氏
うじ

康
やす

と４代氏
うじ

政
まさ

は関東に勢力

を拡大し、５代氏
うじ

直
なお

の時代には下野
しもつけの

国
くに

や

常陸
ひたちの

国
くに

まで領地を広げた。本能寺の変（天正

10 年（1582））後には、一時的ながら、織田

領であった信濃
しなのの

国
くに

と甲斐
か い の

国
くに

へも進んでいる

（天正・壬午の乱）。その後、北
ほう

条
じょう

氏は徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

と和睦し同盟を結ぶが、家
いえ

康
やす

と対立する

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

と、北
ほう

条
じょう

氏と敵対する北関東諸勢

力とが結びついたため、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

との対立関

係は複雑なものとなった。その結果、天正 18 年（1590）に豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

は 22 万の軍勢を率

い関東へと出兵して、４月上旬に小田原城を包囲し、６月には石
いし

垣
がき

山
やま

に本営として石垣

造りの城を造営した。 

これに対し、氏
うじ

政
まさ

と氏
うじ

直
なお

は小田原城に籠城して抗戦したが、次々に領内の支城を攻略

され、７月５日に氏
うじ

直
なお

が投降して小田原城は開城した（小田原合戦）。 

小田原合戦終戦後、４代氏
うじ

政
まさ

と弟の氏
うじ

照
てる

は開戦の責任を取らされて切腹を命じられた

が、氏
うじ

直
なお

は一命を助けられて高
こう

野
や

山
さん

へ追放となった。代わって、小田原城には旧北
ほう

条
じょう

領

を与えられた徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の重臣大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

世
よ

が入ることとなる。 

氏
うじ

直
なお

は翌天正 19年（1591）に許されて１万石の豊
とよ

臣
とみ

大名として再起するが、同年疱
ほう

瘡
そう

により病没し、北
ほう

条
じょう

氏の家督は氏
うじ

政
まさ

の弟で氏
うじ

直
なお

の叔父にあたる氏
うじ

規
のり

の子氏
うじ

盛
もり

が継いだ。

その子孫は、河内狭山藩（現、大阪狭山市）の藩主として明治維新まで存続した。 

 

  

１-32 石垣山一夜城 
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③戦国時代の小田原城と城下町 

＜歴代城主と小田原城の発展＞ 

小田原を本拠と定めた氏
うじ

綱
つな

は、積極的に小田原の都市整備を始めていたと考えられる。

「東
とう

国
ごく

紀
き

行
こう

」の記述から、天文 14年（1545）には小田原城下に防火・生活用水を供給す

るための小田原用水（早川上水とも呼ばれる）の存在が確認できるが、それは氏
うじ

綱
つな

が天文

10 年（1541）に死去した直後のことであり、この小田原用水も、氏
うじ

綱
つな

の時代に敷設され

た可能性が高い。 

氏
うじ

康
やす

の時代、京都南
なん

禅
ぜん

寺
じ

の僧東
とう

嶺
れい

智
ち

旺
おう

は、天文 20年（1551）に小田原を訪れ、「町小路

数万間、地一塵無し。東南は海なり。海水小田原の麓を遶るなり。太守の塁、喬木森々、

高館巨麗、三方に大池有り。池水湛々、浅深量るべからざるなり。」と、小田原の景観に

ついて記している。町小路数万間とは計画的に整備された小田原城下の景観を示してい

る可能性があり、発掘調査成果からは 16世紀代の小田原には正方位を基準としたまち割

りが施工された範囲があったことも確認されている。また、三方の大池は二の丸堀の原

型を指すと考えられることから、この時点の小田原城域は二の丸の内側であったことが

わかる。 

氏
うじ

政
まさ

の時代になると、永禄４年（1561）に長
なが

尾
お

景
かげ

虎
とら

（上
うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

）、永禄 12年（1569）に

は武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

に相次いで攻め込まれた経験から、小田原城の拡張工事に着手したと考えら

れている。「岡
おか

本
もと

氏
し

古
こ

文
もん

書
じょ

写
うつし

」によると、氏
うじ

政
まさ

は城郭普請に対して几帳面に注文を付けて

いる様子が見受けられ、発掘調査においても氏
うじ

政
まさ

時代の城郭遺構は直線的で角度の整っ

たものである事例が多い。天正 15年（1587）までには丘陵部の（三の丸）新堀が普請さ

れ、この時期にも小田原城の整備拡張が積極的に行われていたものと思われる。 

天正 12年（1584）頃から豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

との対立関係が明確になると、氏
うじ

政
まさ

と氏
うじ

直
なお

は、天正

15年（1587）より、「相府大普請」と呼ばれる普請工事を開始し、城下をも取り込んだ堀

と土塁からなる周囲約９㎞の総
そう

構
がまえ

を造営した。これにより、小田原城は中世最大級の城

郭といわれる規模となった。この総
そう

構
がまえ

は、天正 18年（1590）の小田原攻めの際に防御力

を発揮したことから、後に豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が京に御
お

土
ど

居
い

を構築するなど、全国の城郭にも影響

を与えた。 

小田原合戦では、小田原城は３か月の籠城戦の末、落城することなく開城する。そのた

め、その後も北
ほう

条
じょう

時代の小田原城は健在であった。天正 19 年（1591）に上洛した伊達
だ て

政宗
まさむね

は、小田原城を巡見して「驚嘆スベキ事ノミナリ」と北
ほう

条
じょう

時代の小田原城の威容に

驚いている（「貞
てい

山
ざん

公
こう

治
ち

家
け

記
き

録
ろく

」）。一方で、「外
うい

郎
ろう

家
け

文
もん

書
じょ

」には、新しく小田原城主となっ

た大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

世
よ

が小田原城の修築工事に着手している様子が確認できるものがあり、政宗
まさむね

が見た小田原城の姿は忠
ただ

世
よ

の改修が加えられた後のものであったかもしれない。 
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いずれにせよ、これ以降も戦国時代の小田原城は、寛永 10年（1633）の寛永小田原大

地震で壊滅的な被害を受けるまで、改修の手が加えられながら利用されていった。 

 

＜戦国期の城下町の特徴＞ 

箱根越えの東海道の宿駅として成立し発展してきた小田原は、氏
うじ

綱
つな

による都市整備お

よび小田原城の拡張とともに城下町としての性格を併せ持つようになった。当初、その

中心は、松原
まつばら

神社
じんじゃ

門前一帯の宮前
みやのまえ

と箱根口周辺の今
いま

宿
じく

を含む、松原
まつばら

神社
じんじゃ

と居
い

神
がみ

神社
じんじゃ

の間

の東海道沿いにあったと考えられ、甲州道沿いの開発は、氏
うじ

綱
つな

により天文元年（1532）か

ら天文９年（1540）まで実施された鶴岡
つるがおか

八幡宮
はちまんぐう

造営工事に参加した銀師須
す

藤
とう

氏が江戸時

代に須
す

藤
とう

町
ちょう

と呼ばれた甲州道沿いの一画に居住している様子を見ると、後発であったと

考えることができる。 

その後、永禄９年（1566）に三浦三崎に漂着した唐人が宮前
みやのまえ

の北寄りの一画に居住し、

江戸時代に唐人
とうじん

町
ちょう

と呼ばれる街区が形成された。また永禄 12年（1569）までには宮前
みやのまえ

の東方に新
しん

宿
しく

が成立していることが確認される（「相
そう

州
しゅう

文
もん

書
じょ

」）。新
しん

宿
しく

は新出の宿を指す

呼称であるから、およそ小田原城下は東海道沿いから甲州道沿いへと展開し、そしてさ

らに東海道の東側へと拡張していったものと考えることができる。そして、総
そう

構
がまえ

が付設

されると、その内側の城と城下町は府
ふ

内
ない

と呼ばれるようになる。 

町の居住者としては、宮前
みやのまえ

に商人問屋、今
いま

宿
じく

に薬種商、新
しん

宿
しく

に鋳物師らの存在が確認

される。また宮前
みやのまえ

の南側の海沿いには船
ふな

方
かた

村
むら

と呼ばれた漁師村があり、今
いま

宿
じく

西方の総構
そうがまえ

外の東海道沿いに位置する大窪
おおくぼ

には石切（石工）や紺屋などの職能民が居住していたこ

とが知られている。武家居住地で確実な場所はないが、各所の発掘調査で堀が確認され

ていることから、堀で囲郭された屋敷地が点在していた可能性がある。近世以降に町名

として残る山
やま

角
かく

町
ちょう

には山
やま

角
かく

氏、上
うわ

幸
こう

田
だ

・下
した

幸
こう

田
だ

・藪
やぶ

幸
こう

田
だ

には幸
こう

田
だ

氏、安
あん

斎
さい

小
こう

路
じ

には田
た

村
むら

安
あん

斎
さい

、狩
か

野
の

殿
どの

小
こう

路
じ

には狩
か

野
の

氏の屋敷があり、また広浜
ひろはま

に北
ほう

条
じょう

水軍の梶原
かじわら

氏、御
お

花
はな

畑
ばたけ

に松
まつ

田
だ

氏、大
だい

蓮
れん

寺
じ

の東隣り（旧伝
でん

肇
じょう

寺
じ

）付近に北
ほう

条
じょう

氏
うじ

照
てる

の屋敷があったと伝わっている。 

このように、この時期は近世城下町とは異なり、武家地や寺社、職能民などが集中する

様相ではなく、各所に点在して居住するような様相であったことがわかる。 
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１-34 神社仏閣の配置と総構の関係 

１-33 戦国時代の小田原城とその城下のイメージ 
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＜小田原用水の整備＞ 

早川を水源とし、小田原のまちなかを流れ

る小田原用水は、日本最古の上水道とも言わ

れている。 

いつ頃敷設されたものかを示す史料はない

が、天文 14年（1545）に小田原に立ち寄った

連歌師宗
そう

牧
ぼく

の紀行文「東
とう

国
ごく

紀
き

行
こう

」には、北
ほう

条
じょう

氏
うじ

康
やす

の館に引かれた水源は、箱根の水海だと

聞いて驚いたとの記述がある。箱根の水海は

芦ノ湖であり、それは早川からの取水を意味

すると考えられるので、この時期までには小

田原用水が敷設されていたと考えられてい

る。 

いずれにしても、天正 18年（1590）に豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が小田原に攻め寄せた際に作成されたと

される「小
お

田
だ

原
わら

陣
じん

仕
し

寄
より

陣
じん

取
とり

図
ず

」（山口県文書館

蔵）の１枚には、早川
はやかわ

より分かれ、総
そう

構
がまえ

の中を東海道に沿って流れる川がみられ、これ

が小田原用水を描写しているものと考えられるため、北
ほう

条
じょう

時代より存在していたことは

確実である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１-35 小田原用水 

１-36 小田原用水取水口 

１-37 現存する小田原用水位置図（令和３年（2021）３月現在） 
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④近世 －宿場町としての繁栄－ 

＜近世の小田原城＞ 

小田原合戦終了後、北
ほう

条
じょう

氏に代わって関東地方を領したのは徳川
とくがわ

家康
いえやす

である。これに

伴って江戸の西を守る拠点として位置づけられた小田原城には、家康
いえやす

の重臣大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

世
よ

が４万５千石で入城した。しかし、その子忠
ただ

隣
ちか

は慶長 19年（1614）に改
かい

易
えき

されて近江
おうみの

国
くに

に配
はい

流
る

となる。この時の改易
かいえき

に際し、史料上では小田原城の本城（本丸）以外はことごと

く破却されたと記されるが、その後も総構などの戦国時代以来の城郭遺構は温存されて

いる。元
もと

蔵
ぐら

堀
ぼり

の発掘調査で部分的に土塁を崩している様子が確認されていることからす

ると、破却は局部的なものであったと考えられる。 

大
おお

久
く

保
ぼ

氏改易
かいえき

後は、特定の城主は置かれず、幕府城
じょう

番
ばん

＊8が小田原城を管理した。この

時期には、大坂に豊臣
とよとみ

氏が健在であるため、臨時的な措置であったとも考えられる。その

後、元和５年（1619）に阿
あ

部
べ

正
まさ

次
つぐ

が上総
かずさの

国
くに

大
おお

多
た

喜
き

より５万石で小田原へと入るが、元和９

年（1623）には武蔵
む さ し

国
のくに

岩
いわ

付
つき

へと転封
てんぽう

となり、再び小田原城は城番が置かれた。この時に

は、２代将軍徳川
とくがわ

秀
ひで

忠
ただ

が小田原城に隠居するとの計画もあり、小田原城と城下の整備が

計画されている。しかし、それは秀
ひで

忠
ただ

の死去により取りやめとなり、寛永９年（1632）に

稲
いな

葉
ば

正
まさ

勝
かつ

が 下
しもつけ

野
の

国
くに

真
も

岡
おか

より８万５千石で小田原城へと入った。 

稲
いな

葉
ば

正
まさ

勝
かつ

は、３代将軍徳川
とくがわ

家
いえ

光
みつ

の乳母春
かす

日
がの

局
つぼね

の実子で、家
いえ

光
みつ

の側近であり出世頭であ

った。入封して間もなく正勝
まさかつ

は、小田原城の改修工事に着手する。おりしも翌年１月には

寛永小田原大地震が発災し、小田原城と城下は壊滅的な被害を受けるが、既に、翌寛永

11 年（1634）に上洛する徳川
とくがわ

家光
いえみつ

が宿泊することが決まっていたため、幕府の援助を受

けて復旧工事が進められた。その後、工事は延宝３年（1675）に完了し、この時に小田原

城は現在みられるような石垣と白亜の天守を備えた近世城郭として生まれ変わる。 

稲
いな

葉
ば

氏が３代で越後
えちごの

国
くに

高田へと転封
てんぽう

すると、貞亨３年（1686）に大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

朝
とも

が 下
しもつけ

野
の

国
くに

佐
さ

倉
くら

から 10万３千石で入封する。大
おお

久
く

保
ぼ

氏復帰後は度重なる災害に相次いで見舞われる

中で、小田原城の目立った改修は確認されないが、嘉永５年（1852）に外国船防備のた

め、海岸に３基の台場を築造されている。 

 

  

 
＊8 交替で城や領地の支配を任される役目のこと 
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＜近世の城下町＞ 

近世の城下町は、戦国時代以来のまち割りを継承しつつも、寛永 10年（1633）の寛永

小田原大地震を経て、稲
いな

葉
ば

氏時代に再編されて成立した。主な改修箇所は、東海道江戸口

の付け替え、大手門の南側から東側への移設、御
お

成
なり

道
みち

の整備、山
やま

角
かく

町
ちょう

と板橋村
いたばしむら

における

寺町の形成などであり、これにより職能と身分による住み分けを前提とする近世城下町

の基本的なまち割りが完成した。その町域やまち割りは、原則ほぼそのままの形で現代

まで受け継がれており、現在の小田原の町の基礎はこの時に完成したと評価ができるだ

ろう。 

小田原宿の中心は、東海道沿いの通
とお

り町
ちょう

と呼ばれた９町（山
やま

角
かく

町
ちょう

・筋
すじ

違
かい

橋
ばし

町
ちょう

・欄
らん

干
かん

橋
ばし

町
ちょう

・中
なか

宿
じく

町
ちょう

・本
ほん

町
ちょう

・宮
みやの

前
まえ

町
ちょう

・高
たか

梨
なし

町
ちょう

・万
よろっ

町
ちょう

・新
しん

宿
しく

町
ちょう

）と、東海道南側の海岸

沿いの４町（茶
ちゃ

畑
ばたけ

町
ちょう

・代
だい

官
かん

町
ちょう

・千
せん

度
ど

小
こう

路
じ

・古
こ

新
しん

宿
しく

町
ちょう

）、東海道を起点として北へ向か

う甲州道沿いの６町（青
あお

物
もの

町
ちょう

・一
いっ

丁
ちょう

田
だ

町
ちょう

・台
だい

宿
じく

町
ちょう

・大
だい

工
く

町
ちょう

・須
す

藤
とう

町
ちょう

・竹
たけの

花
はな

町
ちょう

）か

らなる脇
わき

町
ちょう

10町の合計 19町の町人地から形成されていた。 

町人地の屋敷割は、有力町人の屋敷を除いて東海道と甲州道の両側に間口５間、奥行

20 間程度の短冊形の区画となっており、現在の土地利用もこの屋敷割が基本となってい

る。町家の屋根の多くは、板屋根を割竹でおさえる小田原葺
ぶき

と呼ばれる葺
ふ

き方でつくら

れ、瓦葺
ぶき

は有力商人などの家に限られていた。 

  

１-38 小田原城絵図「文久図」（1861-1864 年頃） 
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１-39 江戸時代のまち割りと道路（小田原城絵図「文久図」より作成） 
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＜宿場町の発展＞ 

幕府による東海道の宿駅制度の整備に伴って、小田原は東海道の箱
はこ

根
ね

越えを控えた関

東の玄関口として発達し、参勤交代の大名や多くの旅行客によって繁栄した。東海道で

は４番目の規模を誇る宿場町であり、最盛期（天保年間（1830～44））には本陣４軒・脇

本陣４軒・旅籠
は た ご

95 軒を数えた。この頃、全国には 266 名の大名がおり、参勤交代に際し

てはそのうちの 157 の大名家が東海道を用いたが、小田原に宿泊した大名家は実に 110

家に及んでいる。 

東海道沿いの宮
みやの

前
まえ

町
ちょう

から筋
すじ

違
かい

橋
ばし

町
ちょう

にかけての一帯が宿場町の中心であり、有力町人

が経営する本陣は、宮
みやの

前
まえ

町
ちょう

（清
し

水
みず

家）、本
ほん

町
ちょう

（久
く

保
ぼ

田
た

家と片
かた

岡
おか

家）、欄
らん

干
かん

橋
ばし

町
ちょう

（清
し

水
みず

家）

に所在し、旅籠
は た ご

は、欄
らん

干
かん

橋
ばし

町
ちょう

・中
なか

宿
じく

町
ちょう

・本
ほん

町
ちょう

・宮
みやの

前
まえ

町
ちょう

・高
たか

梨
なし

町
ちょう

に集中していた。町

人町には、土産屋や食事・雑貨・衣料・漁屋といった商家が建ち並び、天保 13年（1842）

の「竹
たけ

の花
はな

坪帳
つぼちょう

」によるとその業種は 16業種にものぼる。また、大工をはじめ、塗師や

建具師、木
き

地
じ

師
し

などの北
ほう

条
じょう

氏以来の職人も多く居住していた。 

なお、小田原では宿場町や定住人口の増加に相まって、食料需要が拡大した。その結

果、宿内において魚食が普及し、宿場町小田原の発展とともに漁業も発達していく。城下

の形成過程において、東海道筋の裏通り的な位置づけがなされていた千
せん

度
ど

小
こう

路
じ

周辺は、

江戸時代に漁業や廻
かい

船
せん

業
ぎょう

、魚商などが多く居住する場所となり、小田原の漁業の拠点的

地域であった。 

しかしその一方で、宿の財政は時代とともに悪化し、小田原宿では文化３年（1806）、

旅人の飲食給仕に従事する飯盛女
めしもりおんな

の設置許可について請願書を提出して、収入増を目論

んだ。発掘調査でも、 簪
かんざし

・ 笄
こうがい

・紅皿・油壷・鬢
びん

盥
だらい

などの飯
めし

盛
もり

女
おんな

たちが身を飾るため

に用いた道具が集中して出土するような調査地点もある。 

  

１-40 小田原宿における本陣、脇本陣等の位置 
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⑤近代 －近代都市の形成－ 

＜藩制から町村制への移行＞ 

明治３年（1870）、小田原藩が明治政府に廃城願を提出した。その結果、天守・門・櫓
やぐら

などは解体され、900両で払い下げられる。さらに、翌年の廃藩置県によって小田原は小

田原県の県庁所在地となり、小田原藩政に終止符が打たれた。その後、同年のうちに、小

田原県は伊豆
い ず の

国
くに

の韮山県と合併して足柄県に改組となり、明治９年（1876）には、市域を

含む相模
さ が み

国
のくに

部分が分割され、神奈川県に編入された。これに伴い、小田原は県庁所在地

から解かれている。そして、明治 22年（1889）の市制町村制施行により、旧小田原府内

のうち谷
や

津
つ

村
むら

を除く部分が小
お

田
だ

原
わら

町
まち

となった。 

 

＜近代交通の発展と別邸文化の開花＞ 

明治 20 年（1887）、東海道鉄道が東京から

神戸まで開通した。しかし、国
こ

府
う

津
づ

から御
ご

殿
てん

場
ば

を経由するルートであったことから、小田

原はその恩恵を受けることができなかった。 

そのため、明治 21年（1888）に東海道沿い

に小田原馬車鉄道、明治 29年（1896）には熱
あた

海
み

道沿いに豆
ず

相
そう

人車鉄道が敷設されるなど、

周辺の主要交通路における交通手段の近代化

が進められた。 

その結果、小田原馬車鉄道が開通した明治

21年（1888）、当時注目されていた海水浴や海

岸リゾートのための旅館鷗
おう

盟
めい

館
かん

が開業したの

をはじめ、同様の旅館の開業が相次いだ。また、

明治 23年（1890）の伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

による別邸滄
そう

浪
ろう

閣
かく

の建設などを皮切りに、大正期にかけて山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

や益
ます

田
だ

孝
たかし

（鈍
どん

翁
のう

）など政財界の要人の別

邸なども数多く建設された。その遺構の一部は

現在も残されており、華やかな別邸文化の名残

を今に伝えている。また、この間に北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

ら文人の来往も増加している。 

小
お

田
だ

原
わら

町
まち

への玄関となっていた国府津
こ う づ

へも、

大
おお

鳥
とり

圭
けい

介
すけ

や大正天皇の侍従をつとめた加
か

藤
とう

泰
やす

１-41 豆相人車鉄道路線図（「豆相人車鉄道

温泉夢物語パンフレット」を基に作成） 

１-42 豆相人車鉄道の運行状況 

（出典『一枚の古い写真』） 
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秋
あき

、徳
とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

や西
さい

園
おん

寺
じ

公望
きんもち

が来往しており、明治 41年（1908）には大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

が別邸を構

えている。 

大正９年（1920）、熱
あた

海
み

線の国
こ

府
う

津
づ

－小田原

間が開通し、小田原は直通列車で東京方面と

結ばれることとなった。その後も熱
あた

海
み

線の建

設は、大正 12年（1923）の関東大震災による

甚大な被害を克服しながら進められ、昭和９

年（1934）の丹
たん

那
な

トンネル貫通により、小田

原－熱
あた

海
み

－沼
ぬま

津
づ

間が全通した。これに伴い熱
あた

海
み

線は東海道本線に編入され、従来の国
こ

府
う

津
づ

から御
ご

殿
てん

場
ば

を経由する区間は御
ご

殿
てん

場
ば

線となった。こうして小田原は交通の要衝として再

び脚光を浴びるようになった。 

 

＜大規模な天災と復興＞ 

小田原は、度重なる高波による被害を受けて

いる。中でも、明治 35年（1902）の大
だい

海
かい

嘯
しょう

（高

波）の発生は、沿岸部に大きな被害をもたらし

た。このような状況に対し、防波堤建設が必須

と考えられるようになり、県の支援や寄付金等

を得ながら、明治 38年（1905）十
じゅう

字
じ

４丁目か

ら山
さん

王
のう

原
はら

に至る全長 2,370 メートルに及ぶ海

岸堤防が建設された。 

今日この堤防は、その後沿岸に建設された西湘
せいしょう

国道（現、西湘
せいしょう

バイパス）の内陸側に

その名残を一部とどめている。 

また、大正 12年（1923）には、相模
さ が み

湾
わん

北西部を震源地とするマグニチュード 7.9の関

東大地震が発生し、家屋の倒壊とその後の出火などによって甚大な被害をもたらした。 

これらの自然災害により、関東大地震以前の建造物は、現在ほとんど目にすることが

できない。とはいえ、復興に際して建てられた建造物もすでに築後 100 年近くを経過し

ており、数少ない震災以前の建物とともに、本市の景観を形成する重要な要素となって

いる。 

 

  

１-43 昭和中期の小田原駅 

１-44 西湘バイパス整備前の海岸堤防 
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⑥現代 －積層する歴史、文化を活かしたまちへ－ 

＜小田原市の誕生＞ 

昭和 15年（1940）、小
お

田
だ

原
わら

町
まち

・足
あし

柄
がら

町
まち

・大
おお

窪
くぼ

村
むら

・早
はや

川
かわ

村
むら

・酒
さか

匂
わ

村
むら

の一部が合併し、小田

原市が誕生した。 

その後、昭和 23年（1948）に下
しも

府
ふ

中
なか

村
むら

、昭和 25年（1950）に桜
さくら

井
い

村
むら

、昭和 29年（1954）

に豊
とよ

川
かわ

村
むら

・国
こ

府
う

津
づ

町
まち

・酒
さか

匂
わ

町
まち

・上
かみ

府
ふ

中
なか

村
むら

・下
しも

曽
そ

我
が

村
むら

・片
かた

浦
うら

村
むら

、昭和 31年（1956）に曽
そ

我
が

村
むら

の一部と合併を重ね、昭和 46年（1971）の 橘
たちばな

町
まち

と合併により現在の市域が確定する。 

 

＜小田原城の復興＞ 

小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

は、明治維新後に天守等が解体

され、残された石垣も大正 12年(1923）９月の

関東大震災によりほぼ全壊し、江戸時代の姿は

失われた。 

しかし、史跡としての評価には高いものがあ

り、昭和９年(1934）に隅
すみ

櫓
やぐら

が再建され、昭和

13年（1938）には史蹟名勝天然紀念物保存法に

基づく史蹟に指定される。 

その後、昭和 24年(1949)から始まった地元町内会の天守閣石一積運動が契機となって、

天守閣復興の動きが活発になり、昭和 28年(1953)に天守台の石積工事が完成した。 

次いで、市制施行 20周年記念事業として天守閣の復興計画が練られ、現存する小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

天
てん

守
しゅ

模
も

型
けい

などを参考に、昭和 35 年(1960)５月 25 日、廃城以来 90 年ぶりに天守閣が

復興された。天守閣の復興に際しても瓦一枚寄付運動などによる市民の力があった。 

その後も小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

では、国指定の史跡として復元整備が進められており、昭和 46年

(1971）３月に常
とき

盤
わ

木
ぎ

門
もん

、平成９年（1997）10 月に 銅
あかがね

門
もん

、平成 21 年（2009）３月には

馬
うま

出
だし

門
もん

が復興（復元）され、往時の姿がよみがえりつつある。 

 

＜歴史都市、観光都市としてのまちへ＞ 

昭和 39年（1964）に東海道新幹線が開通し、東京や横浜方面への所要時間が大幅に短

縮され、観光とビジネスの両面で市域の経済発展などに大きく寄与することとなった。 

東海道新幹線開通に際しては、市域中央部の鴨
かもの

宮
みや

に新幹線試運転のための基地が設け

られ、昭和 37年（1962）から横浜～熱
あた

海
み

間で走行実験が何度も繰り返されている。既に

整備されていた東海道本線・小田急小田原線・箱根登山鉄道・伊豆箱根鉄道大
だい

雄
ゆう

山
ざん

線のほ

かに、東海道新幹線が開通し、鉄道５社が乗り入れることとなった小田原駅は、箱根や伊

１-45 再建中の小田原城天守閣 
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豆方面への観光客の出入り口としても重要な役割を担っている。 

一方、本市では、これまで文化財所管課を中心に小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

などの文化財の保存活用

に取り組んできたが、平成 23年（2011）６月に歴史まちづくり法に基づく『小田原市歴

史的風致維持向上計画』が認定されたのを機に、文化財をはじめとする幅広い歴史文化

遺産の有効活用を視野に入れたまちづくりを推進してきた。また、平成 30年（2018）５

月 24 日に小田原市・箱根町・静岡県三島市・静岡県函南町に跨る、「箱根八里～旅人た

ちの足跡残る悠久の石畳道～」が日本遺産として認定されたことなどを踏まえ、周辺自

治体との連携による広域的な観光資産の運用も図っている。 

以上のように、本市には原始古代より連綿と続く歴史があり、市域では小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

の

周辺を中心に、中世小田原城の土塁の上に建つ近代別邸など新旧の遺跡等が同一空間に

重層する歴史を垣間見ることができる。それは本市における都市景観上の特徴の１つで

もあり、本市では『小田原市歴史的風致維持向上計画』により、これを活かしたまちづく

りを目指していく。 
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(２)関わりのある人物 

 

伊
い

勢
せ

宗
そう

瑞
ずい

（北
ほう

条
じょう

早
そう

雲
うん

）【康正２年(1456)～永正 16年(1519)】 

戦国大名北条
ほうじょう

氏の祖。盛
もり

定
さだ

の子。北
ほう

条
じょう

早
そう

雲
うん

は後世に呼び習

わされた俗称で、正しくは伊
い

勢
せ

新
しん

九
く

郎
ろう

盛
もり

時
とき

といい、出家後は早
そう

雲
うん

庵
あん

宗
そう

瑞
ずい

と称した｡室町幕府９代将軍足
あし

利
かが

義
よし

尚
ひさ

の 申
もうし

次
つぎ

等を務

めたのち駿河の戦国大名今
いま

川
がわ

氏
うじ

親
ちか

に仕え、その後伊豆韮
にら

山
やま

城を

拠点に伊豆及び相模の２国を平定して関東戦国史の幕を開け

た。この間明応年間（1492～1501）後半頃に小田原城を入手し、

相模進出の前線基地としている。 

 

北
ほう

条
じょう

氏
うじ

綱
つな

【長享元年(1487)～天文 10年(1541)】 

戦国大名北条
ほうじょう

氏２代。宗
そう

瑞
ずい

の子。大永３年（1523）に伊
い

勢
せ

か

ら北条
ほうじょう

に改称した。宗
そう

瑞
ずい

の生前から小田原城にあって拠点城

郭としての整備を進め、永正 15 年（1518）の家督継承後は、

本拠地を韮
にら

山
やま

から同地に移した。室町幕府 12 代将軍足
あし

利
かが

義
よし

晴
はる

や関白近
この

衛
え

尚
ひさ

通
みち

や内大臣三
さん

条
じょう

西
にし

実
さね

隆
たか

をはじめ幕府や公家との

交流が深く、その人脈を駆使して畿
き

内
ない

方面の先進的な技術や文

化の小田原への導入を図った。 

 

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

【天文６年(1537)～慶長３年(1598)】 

豊
とよ

臣
とみ

氏初代。苗字は羽
は

柴
しば

。弥
や

右
う

衛
え

門
もん

の子とされる。関白、太

政大臣を務める。織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

に仕え、天正 10 年（1582）に信
のぶ

長
なが

が死去した後は、織
お

田
だ

家宿老として柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

及び丹
に

羽
わ

長
なが

秀
ひで

らと

とともに後継の信
のぶ

雄
かつ

らを支えた。天正 13 年（1585）に関白に

就任して以降は、公家とともに広範な武家を取込んだ政権を樹

立し、同 18年（1590）小田原城の北
ほう

条
じょう

氏を討って全国を統一

した。その際、西方の石
いし

垣
がき

山
やま

に本営（石
いし

垣
がき

山
やま

城
じょう

）を築いている。 

 

１-46 伊勢宗瑞 

（北条早雲）肖像 

１-47 北条氏綱肖像 

１-48 豊臣秀吉肖像 

（高台寺蔵） 
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稲
いな

葉
ば

正
まさ

勝
かつ

【慶長２年(1597)～寛永 11年(1634)】 

小田原藩主稲
いな

葉
ば

氏初代。正
まさ

成
なり

の子。母は３代将軍徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

の

信頼が厚かった春
かす

日
がの

局
つぼね

。老
ろう

中
じゅう

を務める。寛永９年（1632）に

下野
しもつけ

真
も

岡
おか

藩（現、栃木県真岡市）から小田原藩に転
てん

封
ぽう

となり、

翌年から小田原城の整備に着手した。直後の地震発生により整

備事業は震災復興を兼ねるかたちで進められたが、その途上で

死去した。 

 

 

稲
いな

葉
ば

正
まさ

則
のり

【元和９年(1623)～元禄９年(1696)】 

小田原藩主稲
いな

葉
ば

氏２代。正
まさ

勝
かつ

の子。老中を務める。寛永 11年

(1634)の藩主就任後、延宝３年（1675）まで、父正
まさ

勝
かつ

のあとを受

けて断続的に小田原城と城下の整備を進め、現在まで残る城の

縄張りと城下のまち割り等の原型を築いた。新
しん

宿
しく

から栄
さかえ

町
ちょう

の

大手前に至る御
お

成
なり

道
みち

（現、国道１号）等もこの時に整備されてい

る。 

 

 

大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

真
ざね

【安永７年(1778)ヵ～天保８年(1837)】 

小田原藩主大
おお

久
く

保
ぼ

氏（後期）７代。忠
ただ

顕
あき

の子。大坂城代・京

都所司代・老中等を務める。家督継承は寛政８年(1796)。文武

両道に通じて名君の誉れ高く、逼迫
ひっぱく

した藩財政の再建等に努め

るとともに、二宮
にのみや

尊
そん

徳
とく

を登用して疲弊した下野
しもつけ

桜
さくら

町
まち

領（現、栃

木県真岡市）、烏
からす

山
やま

領（現、栃木県那須烏山市）など支藩等の

復興等を進めた。 

 

 

二
にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

【天明７年(1787)～安政３年(1856)】 

小田原栢
か

山
やま

出身。農政家。報
ほう

徳
とく

仕
し

法
ほう

の創始者。百姓の出身な

がら小田原藩士、次いで幕臣に登用され、小田原藩家老服
はっ

部
とり

家

の財政再建、下野
しもつけ

桜
さくら

町
まち

領（現、栃木県真岡市）・常陸
ひ た ち

谷
や

田
た

部
べ

領

（現、茨城県つくば市）・日光
にっこう

神領
しんりょう

（現、栃木県日光市）の復

興等を手掛けた。幼少期から青年期までを過ごした生誕地の栢
か

山
やま

には、積
せき

小
しょう

為
い

大
だい

を着想したとされる捨
すて

苗
なえ

栽
さい

培
ばい

地
ち

跡
あと

や油
あぶら

菜
な

栽
さい

１-49 稲葉正勝肖像 

（神奈川県立歴史博物館蔵） 

１-50 稲葉正則肖像 

（神奈川県立歴史博物館蔵） 

１-51 大久保忠真肖像 

１-52 二宮尊徳肖像 

（報徳博物館提供） 
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培
ばい

地
ち

跡
あと

など、のちの報
ほう

徳
とく

仕
し

法
ほう

の形成につがる原体験の現場が今

も残されている。栢
か

山
やま

村
むら

周辺の親族などの関係先等に残る遺品

等は小田原市尊
そん

徳
とく

記念館
きねんかん

で保管、展示、公開されている。 

 

伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

【天保 12年(1841)～明治 42年(1909)】 

旧長州藩士。内閣総理大臣及び枢密院議長（いずれも初代）

等を務める。明治 23年（1890）十
じゅう

字
じ

634番地（現、南
みなみ

町
ちょう

）

に建築した別邸滄
そう

浪
ろう

閣
かく

は、野
の

村
むら

靖
やすし

の黄
おう

夢
む

庵
あん

とともに本市にお

ける政治家の別邸建設としてはもっとも早い事例の１つとな

った。明治 30 年（1897）には滄
そう

浪
ろう

閣
かく

を大
おお

磯
いそ

に移すが、小田原

の建物はそのまま残され、大正 12 年（1923）の関東大震災で

倒壊するまでリゾート客向けの旅館養
よう

生
じょう

館
かん

として用いられて

おり、一時北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

も療養のため滞在している。 

 

山
やま

縣
がた

有
あり

朋
とも

【天保９年(1838)～大正 11年(1922)】 

旧長州藩士。内閣総理大臣・枢密院議長・陸軍参謀総長等を

務める。古稀を迎えた明治 40 年（1907）以降、板
いた

橋
ばし

に営んだ

別邸古
こ

稀
き

庵
あん

で過ごしたが、なおも元老として首相指名に関わる

など中央政界に多大の影響を及ぼした。作庭に通じ、自ら差配

した古
こ

稀
き

庵
あん

の庭園は、椿
ちん

山
ざん

荘
そう

（東京）及び無
む

鄰
りん

庵
あん

（京都）とと

もにその代表作とされる。また、古
こ

稀
き

庵
あん

に架蔵されていた旧蔵

図書の一部が山縣公御文庫として小田原市立中央図書館で保

存、公開されている。 

 

益
ます

田
だ

孝
たかし

【嘉永元年(1848)～昭和 13年(1938)】 

旧佐
さ

渡
ど

国
のくに

の出身。実業家及び茶人。号は鈍
どん

翁
のう

。三井物産の設

立等に尽力し初代総轄等を務める。松
まつ

永
なが

安
やす

左
ざ

ヱ
え

門
もん

（耳
じ

庵
あん

）及び

原
はら

富
とみ

太
た

郎
ろう

（三
さん

溪
けい

）とともに近代三茶人とも称され、大正３年

(1914)には、三井物産を退いて板
いた

橋
ばし

に建築した別邸掃
そう

雲
うん

台
だい

に移

り、本市における近代茶道の流行、定着の契機をつくった。掃
そう

雲
うん

台
だい

は滅失したが、九重層塔、下り竜等の石造物の一部は松永

記念館に移設されており、収集した茶器類のうち牧
まき

野
の

家に伝来

した一部が、西
さい

海
か

子
ち

（現、南
みなみ

町
ちょう

）の鈍
どん

翁
のう

in西
さい

海
か

子
ち

に保管・展

１-53 伊藤博文肖像 

（国立国会図書館デジタル

コレクションの転載） 

１-54 山縣有朋肖像 

（国立国会図書館デジタル

コレクションの転載） 

 

１-55 益田孝肖像 
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示されている。 

 

野
の

崎
ざき

廣
こう

太
た

【安政６年(1859)～昭和 16年(1941)】 

旧備中
びっちゅう

国
のくに

の出身。実業家及び茶人。号は幻
げん

庵
あん

。中外物価新

報（現、日本経済新聞）及び三越呉服店（現、三越）の社長等

を務める。晩年の大正 13 年（1924）頃、諸
もろ

白
はく

小
こう

路
じ

に別邸自
じ

怡
い

荘
そう

を営み茶道にいそしむ。益
ます

田
だ

孝
たかし

や松
まつ

永
なが

安
やす

左
ざ

ヱ
え

門
もん

らのほか陶

器商の岩
いわ

田
た

忠
ただ

八
はち

（ 南
みなみ

町
ちょう

 旧江嶋屋陶器店）ら市井の人々とも

茶道を通じ交流を有した。自
じ

怡
い

荘
そう

内にあった茶室である葉
よう

雨
う

庵
あん

は、松永記念館敷地内に移築・公開されている。 

 

松
まつ

永
なが

安
やす

左
ざ

ヱ
え

門
もん

【明治８年(1875)～昭和 46年(1971)】 

旧壱
い

岐
き

国
のくに

の出身。政治家・実業家・茶人。号は耳
じ

庵
あん

。衆議員

議員・電気事業再編成審議会会長等を務める。昭和 21年(1946)

板橋に別邸老
ろう

欅
きょ

荘
そう

を構えて終の棲家とし、以後茶道を介して政

財界人、小田原市民らと交流した。また昭和 34 年(1959)には

収集した国宝である釈
しゃ

迦
か

金
きん

棺
かん

出
しゅつ

現
げん

図
ず

等の美術品類を一般に展

観するため松
まつ

永
なが

記
き

念
ねん

館
かん

を設立している。松
まつ

永
なが

の没後、同館及び

老
ろう

欅
きょ

荘
そう

は相次いで本市に譲渡され、松
まつ

永
なが

の事績顕彰等のための

施設として整備、公開されており、庭園内には松
まつ

永
なが

が収集した

奈良長岳寺五重層塔などの石造物が残されている。 

 

大
おお

倉
くら

喜
き

八
はち

郎
ろう

【天保８年(1837)～ 昭和３年(1928)】 

旧越
えち

後
ご

国
のくに

の出身。実業家。大倉財閥の創設者。大正９年

（1920）に、板橋の古
こ

稀
き

庵
あん

西隣に別邸である共
きょう

寿
じゅ

亭
てい

を建築し

た。敷地は幅広い情報収集によって山
やま

縣
がた

に重用された政治家 

松
まつ

本
もと

剛
ごう

吉
きち

から購入したとみられ、別邸建築をめぐる政財界人相

互の交流が知られる点も重要といえる。 

 

 

 

１-56 野崎廣太肖像 

１-57 松永安左ヱ門肖像 

（国立国会図書館デジタル

コレクションの転載） 

１-58 大倉喜八郎肖像 

（国立国会図書館デジタル 

コレクションの転載） 
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尾
お

崎
ざき

一
かず

雄
お

【明治 32年(1899)～昭和 58年（1983)】 

三重県出身。のち小田原下
しも

曽
そ

我
が

の父の実家に移る。小説家。

昭和 12年(1937)に第５回芥川賞を受賞、昭和 53年（1978）に

は文化勲章を受章した。随筆を中心に幼少期から過ごした下
しも

曽
そ

我
が

を舞台とした作品が多く、梅の里として知られる同地の往時

の景観等を知るうえで貴重な資料となっている。下
しも

曽
そ

我
が

の旧宅

の一部は、小田原文学館敷地内に移築、公開されている。 

 

川
かわ

崎
さき

長
ちょう

太
た

郎
ろう

【明治 34年(1901)～昭和 60年(1985)】 

小田原出身。小説家。万
まん

年
ねん

町
ちょう

の居住地周辺を舞台として路地

裏に生きる人々に取材した「抹
まっ

香
こう

町
ちょう

もの」と呼ばれる作品群で

知られる。随所で活写される栄
さかえ

町
ちょう

及び南
みなみ

町
ちょう

から早
はや

川
かわ

にかけ

ての散策路沿いの風景や人々との交流の様子等は、かつての市

街地の歴史的風致の有様をうかがわせる貴重な資料ともなって

いる。 

１-59 尾崎一雄肖像 

１-60 川崎長太郎肖像 
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４ 文化財等の分布状況 

本市には、令和６年（2024）11月現在、国指定８件、県指定 25件、市指定 116件、合

わせて 149件の指定文化財がある。また 29件の建造物が国の登録有形文化財として登録

されている。 

 
１-61 文化財の種類と小田原市内の指定数と登録数（件） （令和６年（2024）11 月現在） 

種別 国指定 県指定 市指定 国登録 合計 

有形文化財 

絵画 １ ２ 10 － 13 

彫刻 ２ ７ ４ － 13 

工芸品 － １ ６ － ７ 

古文書 － － 25 － 25 

考古資料 － ２ ４ － ６ 

歴史資料 － １ 17 － 18 

建造物 － ５ 11 29 45 

民俗文化財 
有形の民俗文化財 － － ４ － ４ 

無形の民俗文化財 １ ２ ３ － ６ 

記 念 物 
遺跡 ３ １ 11 － 15 

動物、植物、地質鉱物 １ ４ 21 － 26 

合計 
８ 25 116 

29 178 
149 

 

（１）国指定の文化財  

 

相模
さ が み

人
にん

形
ぎょう

芝
しば

居
い

（下
しも

中
なか

座
ざ

）【重要無形民俗文化財】 

相模
さ が み

人
にん

形
ぎょう

芝
しば

居
い

は、文楽と同様の三人遣いという様

式で、義太夫節にあわせて１体の人形を３人の遣い

手が操作する人形浄瑠璃である。相模
さ が み

人
にん

形
ぎょう

芝
しば

居
い

の特

徴は、カシラ（人形の頭部）の大きさが文楽よりや

や小さいことや、鉄砲ざしと呼ばれる操法
そうほう

が残って

いることなどである。鉄砲ざしとは、芝居の見せ場

でポーズをとる時、観客に向かって人形を前に傾け

る構えをいうが、その主
おも

遣
づか

い（人形のカシラと右手

を操る人）の腕の構えが、鉄砲を構えた形に似ていることから名づけられた。 

昭和 26年（1951）から昭和 28（1953）年にかけての県文化財保護専門委員会の調査当

１-62 下中座の公演 
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時、活動を続けていた下
しも

中
なか

座
ざ

（小田原市）、長谷座
は せ ざ

（厚木市）、林
はやし

座
ざ

（厚木市）の三座が、

相模
さ が み

人
にん

形
ぎょう

芝
しば

居
い

の名称のもとに、昭和 28 年（1953）県の無形文化財に指定された。昭和

51 年（1976）神奈川県文化財保護条例改正に伴い、県の無形民俗文化財に再指定され、

昭和 55 年（1980）、国の重要無形民俗文化財に指定された。現在は、この三座に前
さき

鳥
とり

座
ざ

（平塚市）、足
あし

柄
がら

座
ざ

（南足柄市）を加えた五座で、相模
さ が み

人
にん

形
ぎょう

芝
しば

居
い

連合会として年に１度の

五座大会を開くなど研
けん

鑽
さん

するとともに普及、啓発にも努めている。 

このうち、下
しも

中
なか

座
ざ

は、江戸期中頃から、小
お

竹
だけ

の人形として知られてきたが、伝承では、

上方の人形遣いの一行が江戸への旅興行の途中に小
お

竹
だけ

村
むら

に立ち寄り、村人に技術を伝え

たことが始まりとされている。 

 

小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

【史跡】 

小田原城の築城については、15世紀中頃の康正年

間（1455～1457）と伝える史料があるが、その確実

な年代については明らかではない（「鎌
かま

倉
くら

大
おお

草
ぞう

紙
し

」）。

当初は大
おお

森
もり

氏が領する城であったが、明応年間

（1492～1501）後半頃に伊
い

勢
せ

宗
そう

瑞
ずい

（北
ほう

条
じょう

早
そう

雲
うん

）の手

に帰し、宗
そう

瑞
ずい

の跡を継いだ２代氏
うじ

綱
つな

からは北
ほう

条
じょう

氏

の本城として位置づけられた。 

その後、永禄年間（1558～1570）、上
うえ

杉
すぎ

謙
けん

信
しん

と武
たけ

田
だ

信
しん

玄
げん

が相次いで来攻するが、３代氏
うじ

康
やす

及び４代氏
うじ

政
まさ

は籠城してこれを退けている。この間、小田原城では、たびたび改修工事

が行われ、天正 18 年（1590）の小田原合戦を迎える頃には、周囲９km に及ぶ総
そう

構
がまえ

の構

築により戦国期最大級の城郭へと発展した。 

総
そう

構
がまえ

は、堀と土塁で形成されており、海岸線及び低地部から丘陵部に至るまで、自然

地形を巧みに利用して構築された。丘陵部の稲
いな

荷
り

森
もり

や城
しろ

下
した

張
はり

出
だし

などや低地部の蓮
れん

上
じょう

院
いん

土

塁や早
はや

川
かわ

口
ぐち

遺構など、良好に保全されたその遺構の一部は国指定の史跡に指定されてい

る。 

江戸時代になると、江戸の西を守る要の城として位置づけられ、譜代大名が歴代城主

を務めた。寛永 10年（1633）、小田原城は寛永小田原大地震により甚大な被害を受け、戦

国時代以来の城郭遺構の多くを失ったが、稲
いな

葉
ば

正
まさ

勝
かつ

により進められた改修によって、石

垣、白亜の天守が聳
そび

える近世城郭へと生まれ変わった。 

明治維新を迎えると、小田原藩知事大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

良
よし

はいわゆる廃城令（明治６年（1873））

を待たずに明治３年（1870）に廃城願いを提出し、隅
すみ

櫓
やぐら

を除くすべての建築物が解体さ

れた。その後、小田原城は宮家の御用邸としても用いられたが、大正 12年（1923）の大

１-63 小田原城跡 
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正関東大地震により、唯一残っていた隅
すみ

櫓
やぐら

や江戸時代以来の石垣の多くも崩れ去った。

これを機に、二の丸堀を埋め立てる計画なども浮上するが、地元有志の保存運動などに

よって中止となり、その後石垣も復元されて城跡としての価値を維持することができた。 

国の史跡への指定は昭和 13 年（1938)が最初であり、江戸時代の二の丸の区画および

三の丸土塁、戦国期の遺構が残る丘陵部の一部などが指定された。以後、令和２年（2020）

までに 12 次に至る追加指定が行われている。そして、昭和 35 年（1960）に天
てん

守
しゅ

閣
かく

が復

興、昭和 45年（1970）に常
とき

盤
わ

木
ぎ

門
もん

が復興、平成９年（1997）に 銅
あかがね

門
もん

が復元、平成 21年

（2009）に馬
うま

出
だし

門
もん

が復元的整備され、江戸時代の小田原城の姿が甦りつつある。 
 

石
いし

垣
がき

山
やま

【史跡】 

石
いし

垣
がき

山
やま

は、天下統一を目指す豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が小田原城

を攻略するため、天正 18年（1590）に築いた城郭で

ある。穴
あの

太
う

衆
しゅう

による野
の

面
づら

積みの石垣が構築された東

日本唯一の城郭で、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

自身によるとその普請

は「聚楽又ハ大坂の普請を数年させられ候ニ不相劣

様ニ（聚楽第（京都市）や大坂城（大阪市）で数年行

った普請に匹敵するような）」規模で行われたという

（「浅野家文書」）。 

この城郭の正式な名称は不明であるが、松
まつ

平
だいら

家
いえ

忠
ただ

がその日記に「石かけの御城」と記

していることなどから、石
いし

垣
がき

山
やま

城
じょう

との呼称が用いられている（「家忠日記」）。また、一
いち

夜
や

城
じょう

とも呼ばれており、これについては伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

が登城した際に、前日にはなかった白壁

ができあがっていたとの記録などに由来する可能性がある。「北
ほう

条
じょう

記
き

」や「関
かん

八
はっ

州
しゅう

古
こ

戦
せん

録
ろく

」などには豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が一夜のうちに周囲の樹木を伐採させ、一夜にして城郭が出現し

たように見せかけて北
ほう

条
じょう

側を驚かせたとの記述もある。 

石
いし

垣
がき

山
やま

城
じょう

は、実際には 82日をかけて築城されているが、石
いし

垣
がき

山
やま

からは「天正十九年」

「辛卯（1591 年）八月日」との刻書のある瓦が出土していることから、小田原合戦翌年

の天正 19年（1591）にも普請及び作事が行われていた可能性があり、同年の奥州仕置に

際しても豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が石
いし

垣
がき

山
やま

に在陣したことをうかがえる。 

現在も石
いし

垣
がき

山
やま

には多数の石垣が残存しているが、崩壊している個所も目立つ。これは、

大正 12年（1923）の関東大地震により崩れたものとされてきたが、石垣の崩壊箇所が虎
こ

口
ぐち

や隅部に集中している様子から、近年では破城（城割）の痕跡とする見方もある。 

石
いし

垣
がき

山
やま

は、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が天下統一を決定的とするという日本史の一頁を飾る城郭として

重要な資産であり、昭和 34年（1959）に国の史跡に指定されている。 

１-64 石垣山 
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江
え

戸
ど

城
じょう

石
いし

垣
がき

石
いし

丁
ちょう

場
ば

跡
あと

（早
はや

川
かわ

石
いし

丁
ちょう

場
ば

群
ぐん

関
かん

白
ぱく

沢
ざわ

支
し

群
ぐん

）【史跡】 

江
え

戸
ど

城
じょう

石
いし

垣
がき

石
いし

丁
ちょう

場
ば

跡
あと

は、神奈川県から静岡県に

かけての伊豆半島とその周辺に分布しており、慶長

８年（1603）から寛永 13年（1636）にかけて行われ

た江戸城の築城及び修築に伴う公
こう

儀
ぎ

御
ご

普
ふ

請
しん

で用い

る石垣の石材を切り出した石丁場の跡である。 

江戸城用の石丁場の多くは、海岸近くか河川沿い

など水上運送の便の良い山中に立地しており、採石

と加工を行う山中の作業場、搬出前の石材をとどめ置く仮置き場、石材の搬出路である

石
いし

曳
びき

道
みち

、船積を行う港などからなる。山中の作業場にはいずれの場所でも砕石のために

矢穴が打たれた石材が点在している。 

  

早
はや

川
かわ

のビランジュ【天然記念物】 

本樹木は、石
いし

垣
がき

山
やま

北側凹地の約 50ｍのがけの急斜面に

自生する巨木である。根元の南側（高地面）が土に覆わ

れており、北面（低地面）より１ｍほど高くなっている。

南側の土ぎわを基準に測定した株元周囲は、およそ６ｍ

である。 

ビランジュの樹皮は、灰褐色で、成長とともにうろこ

状となって自然にはがれ、そのあとの幹の肌が紅黄色の

独特な色彩になる。標準和名はバクチノキであり、これ

は樹皮のはがれる様子が、博打
ば く ち

に負けて衣を剥がれるこ

とにたとえられたことに由来する。 

 

  

１-65 江戸城石垣石丁場跡 

１-66 早川のビランジュ 
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１-63 国指定の文化財の一覧 （令和４年（2022）11 月現在） 

No 種別 名称 所在地 

1 
有形 

文化財 

絵画 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

 阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

像
ぞう

 東京国立博物館 

2 
彫刻 

銅
どう

造
ぞう

 大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

 国府津2038 寳金剛寺 

3 木
もく

造
ぞう

 真
しん

教
きょう

坐
ざ

像
ぞう

 神奈川県立歴史博物館 

4 重要無形民俗文化財 相
さ

模
がみ

人
にん

形
ぎょう

芝
しば

居
い

（下
しも

中
なか

座
ざ

） 小竹 

5 

史跡 

小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

 
浜町･栄町・城内・城山・緑・十字・

本町・谷津・南町・荻窪・板橋 

6 石
いし

垣
がき

山
やま

 早川字梅ヶ窪 

7 
江
え

戸
ど

城
じょう

石
いし

垣
がき

石
いし

丁
ちょう

場
ば

跡
あと

 

（早
はや

川
かわ

石
いし

丁
ちょう

場
ば

群
ぐん

関
かん

白
ぱく

沢
ざわ

支
し

群
ぐん

） 
早川字梅ヶ窪・箕ヶ窪・姫ノ水 

8 天然記念物 早
はや

川
かわ

のビランジュ 早川字飛乱地 

 

 

 

  

 

１-68 国指定の文化財の位置 

７.江戸城石垣石丁場跡 

６.石垣山 

８.早川のビランジュ 
５.小田原城跡 

４.相模人形芝居（下中座） 

２.銅造 大日如来坐像 
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（２）県指定の文化財  

 

勝
しょう

福
ふく

寺
じ

本
ほん

堂
どう

【有形文化財（建造物）】 

勝
しょう

福
ふく

寺
じ

は、真言宗東寺派の名
めい

刹
さつ

であり、十一面観

音を本尊とする。通称、飯
いい

泉
ずみ

観音とよばれており、

坂東三十三観音の第五番札所として有名である。寺

伝によれば、弓削道鏡が北
きた

千
ち

代
よ

台
だい

に創建した千葉山

弓
ゆ

削
げ

寺
じ

の東
とう

院
いん

堂
どう

がその前身であるといい、現所在地

の飯
いい

泉
ずみ

に移された後、小田原城の鬼門古鎮守の道場

としてあがめられた。 

現在の本堂は、「棟
むな

札
ふだ

」により、宝永３年（1706）に小田原藩主大
おお

久
く

保
ぼ

忠
ただ

増
ます

により再建

されたものであることがわかる。この本堂も老朽化のため昭和 41 年（1966）から 43 年

（1968）にかけて半解体修理を行い、その際に屋根も茅
かや

葺
ぶき

から銅
どう

板
ばん

葺
ぶき

に変えられた。 

勝
しょう

福
ふく

寺
じ

では、関東地方の中でも１年で一番早い時期である 12月 17日、18日にだるま

市が開かれており、境内には数多くのだるまを売る店の軒が並び、商売繁盛や家内安全

を願う家族連れなどで賑わっている。 

 

小
お

田
だ

原
わら

市
し

羽
は

根
ね

尾
お

貝
かい

塚
づか

の縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

前
ぜん

期
き

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

【有形文化財（考古資料）】 

小
お

田
だ

原
わら

市
し

羽
は

根
ね

尾
お

貝
かい

塚
づか

は、今から 5,800 年前の縄文

前期、縄文海進期と呼ばれる比較的温暖な気候の時

代に形成されたと考えられている。大
おお

磯
いそ

丘
きゅう

陵
りょう

から

派生する丘陵最先端に位置し、貝塚と低湿地とから

なる遺跡である。 

出土した遺物には、縄文前期の関山式及び黒浜式

土器のほか、漆塗りの木製容器、丸木舟を漕ぐため

の櫂
かい

、骨や角で作った髪飾りや釣針などの生活の道

具がある。また、カツオ、イシナギなどの魚類、イ

ノシシ、シカ、イルカなどの哺乳類の骨や歯、クル

ミなどの木の実といった縄文人たちの食べかすなども含まれている。 

  

１-69 勝福寺本堂 

１-70 羽根尾貝塚出土関山Ⅰ式土器 
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小
お

田
だ

原
わら

市
し

中
なか

里
ざと

遺
い

跡
せき

の弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

【有形文化財（考古資料）】 

小
お

田
だ

原
わら

市
し

中
なか

里
ざと

遺
い

跡
せき

は、足
あし

柄
がら

平
へい

野
や

南東部の酒
さか

匂
わ

川
がわ

左

岸に位置し、弥生中期中葉における東日本最大級の

規模を誇る集落である。 

出土品には地元で作られた土器のほか、近畿地方、

東海地方、中部高地、北陸地方、関東地方北部、東

北地方南部といった各方面の遠隔地の土器が認めら

れたことが大きな特徴である。 

石器は、大
たい

陸
りく

系
けい

磨
ま

製
せい

石
せき

斧
ふ

と呼ばれる弥生時代に特徴的な伐採用及び加工用の斧類のほ

かに、製作途中の石斧や石斧を作るための道具（ 敲
たたき

石
いし

・台
だい

石
いし

・砥
と

石
いし

）も出土しており、

農耕具などの木製品や石斧を製作していたことがわかる。また、鍬
くわ

や機
はた

織
おり

具
ぐ

などの木製

品は、弥生時代の関東では最古級の資料である。 

本資料からは、関東地方における本格的な稲作文化の受容が弥生中期中葉であったこ

と、近畿地方や東海地方からの影響を大きく受けていたことなどが明らかになった。こ

のため、本県をはじめ南関東地方における稲作農耕社会への転換期の様相を解き明かす

上で、欠くことのできない重要な資料と評価されている。 

 

寺
てら

山
やま

神
じん

社
じゃ

の鹿
か

島
しま

踊
おどり

（根
ね

府
ぶ

川
かわ

鹿
か

島
しま

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

）【無形民俗文化財】 

根
ね

府
ぶ

川
かわ

にある寺
てら

山
やま

神社
じんじゃ

の鹿
か

島
しま

踊
おどり

は、同社の祭礼の

日にあたる７月の第３日曜日とその前日の宵宮で奉

納される。航海の安全と豊漁、さらには悪疫退散の祈

願を主体とした神事舞踊の性格が濃い鹿
か

島
しま

踊
おどり

は、鹿
か

島
しま

神
じん

宮
ぐう

（茨城県）を本祭地とする鹿
か

島
しま

信仰が伝わった

ものと考えられている。本市周辺では、石
いし

橋
ばし

を北端と

し海岸線に沿った南方の静岡県東伊豆町北川まで 25

箇所で存在が確認され、この一帯が江戸時代には漁業や石材の採取・運搬業を営む地域

であったことに関連すると指摘されている。 

 

  

１-71 中里遺跡の出土品 

１-72 鹿島踊 
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小
お

田
だ

原
わら

囃
ばや

子
し

（小
お

田
だ

原
わら

囃
はや

子
し

多
た

古
こ

保
ほ

存
ぞん

会
かい

）【無形の民俗文化財】 

小
お

田
だ

原
わら

囃
ばや

子
し

は、祭囃子の一種で、江戸葛
か

西
さい

囃子か

ら発生した関東祭囃子の系統に属する。江戸中期以

降、市内各地に広がって、神社の祭礼はもとより道

祖神のお祭りでも行われるようになった。小田原に

あった桐座
き り ざ

という芝居小屋の囃子方が祭好きの近隣

の若者に伝えたことが始まりともいわれている。 

その音曲は、笛、大太鼓、小太鼓、摺
すり

鉦
がね

を使用した

変化に富んだもので独特の風格を持っており、地域

や保存会などによりその技術の保存と継承が図られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

１-74 県指定の文化財の位置 

15.二宮尊徳生家 茅葺寄棟造（旧二宮家住宅） 

３.木造 十一面観音立像 

14.勝福寺本堂 

23.勝福寺の大イチョウ 

24.勝福寺と八幡神社境内の樹叢 
20.小田原囃子（小田原囃子多古保存会） 

25.中津層群神沢層産出の脊椎動物化石 

18.宗福院地蔵堂 

11.小田原市羽根尾貝塚の縄文時代

前期出土品 

12.小田原市中里遺跡の弥生時代中

期出土品 

16.17.小田原城天守模型 木造三重 

22.神奈川県立小田原高等学校の樹叢 

21.石橋山古戦場のうち与一塚及び文三堂 

 

19.寺山神社の鹿島踊（根府川鹿島踊保存会） 

２.絹本著色 真言八祖像 

４.木造 不動明王及両童子 

立像附不動像内納入品 

５.木造 地蔵菩薩立像 

６.銅造 如意輪観音菩薩 

坐像 

７.木造 阿弥陀如来立像（その一） 

８.木造 阿弥陀如来立像（その二） 

９.木造 釈迦如来立像 

10.銅鐘（総世寺） 

13.二宮尊徳関係資料 

13.二宮尊徳関係資料 

 

１-73 小田原囃子 

（小田原囃子多古保存会） 
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１-75 県指定の文化財の一覧 （令和４年（2022）11 月現在） 

No 種別 名称 所在地 

1 

有形 

文化財 

絵画 
絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

 日
にち

蓮
れん

上
しょう

人
にん

像
ぞう

 鎌倉国宝館 

2 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

 真
しん

言
ごん

八
はっ

祖
そ

像
ぞう

 国府津2038 寳金剛寺 

3 

彫刻 

木
もく

造
ぞう

 十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

 飯泉1161 勝福寺 

4 
木
もく

造
ぞう

 不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

及
および

両
りょう

童
どう

子
じ

立
りゅう

像
ぞう

附
つけたり

不
ふ

動
どう

像
ぞう

内
ない

納
のう

入
にゅう

品
ひん

 
国府津2038 寳金剛寺 

5 木
もく

造
ぞう

 地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

立
りゅう

像
ぞう

 国府津2038 寳金剛寺 

6 銅
どう

造
ぞう

 如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

 国府津2038 寳金剛寺 

7 木
もく

造
ぞう

 阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

（その一） 城山2-１-24 本誓寺 

8 木
もく

造
ぞう

 阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

（その二） 城山2-１-24 本誓寺 

9 木
もく

造
ぞう

 釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

 別堀74 東学寺 

10 工芸 銅
どう

鐘
しょう

（総
そう

世
せい

寺
じ

） 久野3670 総世寺 

11 

考古資料 

小
お

田
だ

原
わら

市
し

羽
は

根
ね

尾
お

貝
かい

塚
づか

の 縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

前
ぜん

期
き

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

 
小田原市郷土文化館 ほか 

12 
小
お

田
だ

原
わら

市
し

中
なか

里
ざと

遺
い

跡
せき

の弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

 
小田原市郷土文化館 ほか 

13 歴史資料 二
にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

関
かん

係
けい

資
し

料
りょう

 報徳博物館、尊徳記念館 ほか 

14 

建造物 

勝
しょう

福
ふく

寺
じ

本
ほん

堂
どう

 飯泉1161 

15 
二
にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

生
せい

家
か

 茅
かや

葺
ぶき

寄
よせ

棟
むね

造
づくり

（ 旧
きゅう

二
にの

宮
みや

家
け

住
じゅう

宅
たく

） 
栢山2064 

16 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

天
てん

守
しゅ

模
も

型
けい

 木
もく

造
ぞう

三
さん

重
じゅう

 小田原城天守閣 

17 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

天
てん

守
しゅ

模
も

型
けい

 木
もく

造
ぞう

三
さん

重
じゅう

 小田原城天守閣 

18 宗
そう

福
ふく

院
いん

地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

 板橋566 宗福院 

19 

無形民俗文化財 

寺
てら

山
やま

神
じん

社
じゃ

の鹿
か

島
しま

踊
おどり

（根
ね

府
ぶ

川
かわ

寺
てら

山
やま

神
じん

社
じゃ

鹿
か

島
しま

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

） 
根府川92 

20 
小
お

田
だ

原
わら

囃
ばや

子
し

（小
お

田
だ

原
わら

囃
ばや

子
し

多
た

古
こ

保
ほ

存
ぞん

会
かい

） 
扇町5-7-29 

21 史跡 
石
いし

橋
ばし

山
やま

古
こ

戦
せん

場
じょう

のうち与
よ

一
いち

塚
づか

及び

文
ぶん

三
ぞう

堂
どう

 

石橋470 与一塚、 

米神136 文三堂 

22 

天然記念物 

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

立
りつ

小
お

田
だ

原
わら

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

の 樹
じゅ

叢
そう

 
城山3-26-1 県立小田原高等学校 

23 勝
しょう

福
ふく

寺
じ

の大イチョウ 飯泉1161 勝福寺 

24 勝
しょう

福
ふく

寺
じ

と八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

境
けい

内
だい

の樹
じゅ

叢
そう

 
飯泉1161 勝福寺、 

飯泉1162 八幡神社 

25 
中
なか

津
つ

層
そう

群
ぐん

神
かん

沢
ざわ

層
そう

産
さん

出
しゅつ

の脊
せき

椎
つい

動
どう

物
ぶつ

化
か

石
せき

 

入生田499 

県立生命の星・地球博物館 
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（３）市指定の文化財  

 

山
さん

王
のう

原
ばら

大
たい

漁
りょう

木
き

遣
やり

唄
うた

【無形の民俗文化財】 

大
たい

漁
りょう

木
き

遣
やり

唄
うた

は、相模
さ が み

湾
わん

一帯の漁民、特に西
せい

湘
しょう

地区

で古くから歌われている。小田原の大
たい

漁
りょう

木
き

遣
やり

唄
うた

は、

漁業に従事する際の仕事唄と婚礼や神社祭礼時の儀

式唄を兼ねていて、全国的にも珍しいものである。 

 

 

寿
ことぶき

獅
し

子
し

舞
まい

【無形の民俗文化財】 

 獅子舞は大別すると、一人立ち獅子舞と二人立ち

獅子舞に分かれるが、曽
そ

我
が

の獅子舞は一人立ちの方

で、関東や東北にこの形が多く伝承されている。この

獅子舞は江戸時代から伝わっているはやし獅子舞の

系統で、現在の横浜地方で盛んに行われたものだが、

西
せい

湘
しょう

地方では曽
そ

我
が

別
べっ

所
しょ

だけに伝わる貴重な芸能で

ある。 

氏子の無病息災と悪魔を払い豊年を祈願する舞として、宗
そ

我
が

神
じん

社
じゃ

に奉納され、代々村

の長によって伝承されてきたが、昭和に入ってから衰退した。しかし、昭和 22年（1947）

に二人立ちから一人立ちに変えるなど内容を大きく変更して復活した。 

寿
ことぶき

獅
し

子
し

舞
まい

は、曽
そ

我
が

別
べっ

所
しょ

寿
ことぶき

獅
し

子
し

舞
まい

保存会によって宗
そ

我
が

神
じん

社
じゃ

祭礼（９月）時に奉納され

るとともに、曽
そ

我
が

の梅まつり時でも演じられ、多くの観光客を楽しませている。 

 

  

１-76 大漁木遣唄 

１-77 寿獅子舞 
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稲
いな

葉
ば

一
いち

族
ぞく

の墓
ぼ

所
しょ

と鉄
てつ

牛
ぎゅう

和
お

尚
しょう

の寿
じゅ

塔
とう

【史跡】  

稲
いな

葉
ば

氏は、寛永９年（1632）から貞享２年（1685）

まで、３代約 50年間、小田原藩主を務めた。２代正
まさ

則
のり

は、寛永 12年（1635）に父母の追福のため、城下

の山
やま

角
かく

町
ちょう

に菩提寺（長
ちょう

興
こう

山
ざん

紹
しょう

太
たい

寺
じ

）を建立し、寛

文９年（1669）にこれを入
い

生
りゅう

田
だ

に移した。 

黄
おう

檗
ばく

宗
しゅう

の巨刹であったこの寺は、幕末の火災で堂

塔が焼失し荒廃したが、稲
いな

葉
ば

一族の墓と鉄
てつ

牛
ぎゅう

和
お

尚
しょう

の寿
じゅ

塔
とう

は当時の姿そのままに残されており、かつての紹
しょう

太
たい

寺
じ

の隆盛をしのばせる貴重な

遺跡となっている。 

 

長
ちょう

興
こう

山
ざん

の枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

【天然記念物】 

本桜は、稲
いな

葉
ば

氏が紹
しょう

太
たい

寺
じ

を建立した頃、その境

内に植えられたもので、樹齢 350年以上と推定され

ている。枝を八方へ平均に広げ、枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

の基本的

な形を整えている。３月下旬から４月上旬にかけて、

ソメイヨシノより一足早く濃い緑の樹叢を背景に

開花する。近年は、樹勢の衰えが見られるため、樹

勢回復の治療を継続して行っている。 

 

  

１-78 稲葉一族の墓所 

１-79 長興山の枝垂桜 
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１-81 市指定の文化財の一覧（建造物を除く有形文化財） （令和５年（2023）11 月現在） 

No 種別 名称 所在地 

1 

有 形

文 化

財 

絵画 

絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

 安
あん

叟
そう

禅
ぜん

師
じ

像
ぞう

 久野3670 総世寺 

2 紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

 菅
すが

原
わら

道
みち

真
ざね

画
が

像
ぞう

 南町１-5-37 天神社 

3 杉
すぎ

戸
と

彩
さい

色
しき

 花
か

鳥
ちょう

図
ず

 岡
おか

本
もと

秋
しゅう

暉
き

筆
ひつ

 小田原城天守閣 

4 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

 鉄
てつ

牛
ぎゅう

和
お

尚
しょう

の画
が

像
ぞう

 入生田303 紹太寺 

5 紙
し

本
ほん

著
ちゃく

色
しょく

 西
せい

洋
よう

童
どう

子
じ

像
ぞう

 国府津2038 寳金剛寺 

6 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

 千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

二
に

十
じゅう

八
はち

部
ぶ

衆
しゅう

像
ぞう

 栄町4-3-3 本源寺 

7 絹
けん

本
ぽん

淡
たん

彩
さい

 不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

像
ぞう

 飯泉1161 勝福寺 

8 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

 両
りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

 国府津2038 寳金剛寺 

9-1 絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

 北
ほう

条
じょう

時
とき

長
なが

像
ぞう

 風祭918 宝泉寺 

9-2 絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

 十王二
じゅうおうに

使者図
し し ゃ ず

 久野3670 総世寺 

10 

彫刻 

木
もく

造
ぞう

 十
じゅう

一
いち

面
めん

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

 下大井268 泉蔵院  

11 京
きょう

福
ふく

寺
じ

の釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

 久野885 京福寺 

12 薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

 国府津2038 寳金剛寺 

13 木
もく

造
ぞう

 薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

 下大井268 泉蔵院  

14 

工芸品 

勝
しょう

福
ふく

寺
じ

の銅
どう

鐘
しょう

 飯泉1161 勝福寺 

15 勝
しょう

福
ふく

寺
じ

の青
せい

銅
どう

水
みず

鉢
ばち

 飯泉1161 勝福寺 

16 紀
き

伊
い

神
じん

社
じゃ

の木
き

地
じ

椀
わん

 早川9 紀伊神社 

17 油
あぶら

田
だ

治
はる

雄
お

（木
き

泉
いずみ

）作
さく

 木
もく

象
ぞう

嵌
がん

吉
きっ

祥
しょう

天
てん

像
ぞう

額
がく

 栢山 個人宅 

18 山
やま

中
なか

氏
し

の組
くみ

木
き

 荻窪384 山中組木工房 

19 刀
かたな

銘
めい

 相
そう

州
しゅう

住
じゅう

康
やす

春
はる

 小田原城天守閣 

１-80 市指定の文化財の位置（建造物を除く有形文化財） 

42.蓮華寺文書 

７.絹本淡彩 不動明王像 

14.勝福寺の銅鐘 

15.勝福寺の青銅水鉢 

５.紙本著色  

西洋童子像 

８.絹本著色  

両界曼荼羅図 

12.薬師如来坐像 

25.寳金剛寺文書 

24. 蓮上院文書 

２.紙本著色 菅原道真画像 

４.絹本著色 鉄牛和尚の画像 

60.長興山紹太寺の境内絵図 

61.鉄牛和尚の血書 

62.長興山開発供養塔 

３.杉戸彩色 花鳥図 岡本秋暉筆 

19.刀銘 相州住康春 

48.千代南原遺跡第Ⅶ地点出土木簡 

57.58.紙本着彩小田原城絵図 

(弘化図、文久図) 

63.小田原城再興碑（宝永二年） 

64.小田原城再興天守棟札（宝永二年） 

9-1.絹本著色 北条時長像 

28.宝泉寺文書 

10.木造 十一面観音立像 

13.木造 薬師如来坐像 

16.紀伊神社の木地椀 20.北条氏文書(虎ノ朱印文書)10 月 11 日付(年不詳) 

21.北条氏文書(虎ノ朱印文書)天正 7 年 

22.北条氏文書(虎ノ朱印文書)天正 14 年 

29.長善寺文書  32.岩瀬家文書  33.有浦家文書 

37.平塚家文書  38.吉岡家文書  39.津田家文書 

40.細谷家文書 

49.50.52.56.59.紙本着彩小田原城絵図(加藤図、万治図、

松原図、天保図、明治図) 

23.北条氏文書(虎ノ朱印文書)天正 9 年 

44.和田家文書 

45.千代南原遺跡第Ⅳ地点１号土坑出土土器 

46.千代南原遺跡第Ⅳ地点１号土坑出土鍛冶関係遺物 

47.千代寺院跡出土瓦 

53.54.55.紙本着彩小田原城絵図(享保図、豊田図、文政図) 

43.傳肇寺文書 

65.小田原城内大日一尊種子板碑 

６.絹本著色 千手観音二十八部衆像 

18.山中氏の組木 

１.絹本著色 安叟禅師像 

9-2.絹本著色 十王二使者図 

11.京福寺の釈迦三尊 
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市指定の文化財の一覧（建造物を除く有形文化財） （令和４年（2022）11 月現在） 

No 種別 名称 所在地 

20 

有 形

文 化

財 

古文書 

北
ほう

条
じょう

氏
し

文
もん

書
じょ

(虎
とら

ノ
の

朱
しゅ

印
いん

文
もん

書
じょ

)永
えい

禄
ろく

４年
ねん

 小田原市立中央図書館 

21 北
ほう

条
じょう

氏
し

文
もん

書
じょ

(虎
とら

ノ
の

朱
しゅ

印
いん

文
もん

書
じょ

)天
てん

正
しょう

７年
ねん

 小田原市立中央図書館 

22 北
ほう

条
じょう

氏
し

文
もん

書
じょ

(虎
とら

ノ
の

朱
しゅ

印
いん

文
もん

書
じょ

)天
てん

正
しょう

14年
ねん

 小田原市立中央図書館 

23 北
ほう

条
じょう

氏
し

文
もん

書
じょ

(虎
とら

ノ
の

朱
しゅ

印
いん

文
もん

書
じょ

)天
てん

正
しょう

９年
ねん

 小田原市郷土文化館 

24 蓮
れん

上
じょう

院
いん

文
もん

書
じょ

 浜町2-1-51 蓮上院 

25 寳
ほう

金
こん

剛
ごう

寺
じ

文
もん

書
じょ

 国府津2038 寳金剛寺 

26 青
あお

木
き

家
け

文
もん

書
じょ

 板橋 個人宅 

27 廣
ひろ

井
い

家
け

文
もん

書
じょ

 根府川 個人宅 

28 宝
ほう

泉
せん

寺
じ

文
もん

書
じょ

 風祭918 宝泉寺 

29 長
ちょう

善
ぜん

寺
じ

文
もん

書
じょ

 小田原市立中央図書館 

30 浄
じょう

永
えい

寺
じ

文
もん

書
じょ

 鎌倉国宝館 

31 稲
いな

子
ご

家
け

文
もん

書
じょ

 府川 個人宅 

32 岩
いわ

瀬
せ

家
け

文
もん

書
じょ

 小田原市立中央図書館 

33 有
あり

浦
うら

家
け

文
もん

書
じょ

 小田原市立中央図書館 

34 石
いし

井
い

家
け

文
もん

書
じょ

 栄町 個人宅 

35 小
こ

西
にし

家
け

文
もん

書
じょ

 本町 個人宅 

36 長
は

谷
せ

川
がわ

家
け

文
もん

書
じょ

 曽我谷津 個人宅 

37 平
ひら

塚
つか

家
け

文
もん

書
じょ

 小田原市立中央図書館 

38 吉
よし

岡
おか

家
け

文
もん

書
じょ

 小田原市立中央図書館 

39 津
つ

田
だ

家
け

文
もん

書
じょ

 小田原市立中央図書館 

40 細
ほそ

谷
や

家
け

文
もん

書
じょ

 小田原市立中央図書館 

41 原
はら

家
け

文
もん

書
じょ

 中里 個人宅 

42 蓮
れん

華
げ

寺
じ

文
もん

書
じょ

 千代815-1 蓮華寺 

43 傳
でん

肇
じょう

寺
じ

文
もん

書
じょ

 城山4-19-8 傳肇寺 

44 和
わ

田
だ

家
け

文
もん

書
じょ

 小田原市郷土文化館 

45 

考古資料 

千
ち

代
よ

南
みなみ

原
ばら

遺
い

跡
せき

第
だい

Ⅳ
よん

地
ち

点
てん

１
いち

号
ごう

土
ど

坑
こう

出
しゅつ

土
ど

土
ど

器
き

 
小田原市郷土文化館 

46 
千
ち

代
よ

南
みなみ

原
ばら

遺
い

跡
せき

第
だい

Ⅳ
よん

地
ち

点
てん

１
いち

号
ごう

土
ど

坑
こう

出
しゅつ

土
ど

鍛
か

冶
じ

関
かん

係
けい

遺
い

物
ぶつ

 
小田原市郷土文化館 

47 千
ち

代
よ

寺
じ

院
いん

跡
あと

出
しゅつ

土
ど

瓦
かわら

 小田原市郷土文化館 

48 千
ち

代
よ

南
みなみ

原
ばら

遺
い

跡
せき

第
だい

Ⅶ
なな

地
ち

点
てん

出
しゅつ

土
ど

木
もっ

簡
かん

 小田原市文化財整理室 
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市指定の文化財の一覧（建造物を除く有形文化財） （令和４年（2022）11 月現在） 

No 種別 名称 所在地 

49 

有 形

文 化

財 

歴史資料 

紙
し

本
ほん

著
ちゃく

彩
さい

 

小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

 

絵図
え ず

 

加
か

藤
とう

図
ず

 小田原市立中央図書館 

50 万
まん

治
じ

図
ず

 小田原市立中央図書館 

51 寛
かん

文
ぶん

図
ず

 城山 個人宅 

52 松
まつ

原
ばら

図
ず

 小田原市立中央図書館 

53 享
きょう

保
ほう

図
ず

 小田原市郷土文化館 

54 豊
とよ

田
た

図
ず

 小田原市郷土文化館 

55 文
ぶん

政
せい

図
ず

 小田原市郷土文化館 

56 天
てん

保
ぽう

図
ず

 小田原市立中央図書館 

57 弘
こう

化
か

図
ず

 小田原城天守閣 

58 文
ぶん

久
きゅう

図
ず

 小田原城天守閣 

59 明
めい

治
じ

図
ず

 小田原市立中央図書館 

60 長
ちょう

興
こう

山
ざん

紹
しょう

太
たい

寺
じ

の境
けい

内
だい

絵
え

図
ず

 入生田303 紹太寺  

61 鉄
てつ

牛
ぎゅう

和
お

尚
しょう

の血
けっ

書
しょ

 入生田303 紹太寺 

62 長
ちょう

興
こう

山
ざん

開
かい

発
はつ

供
く

養
よう

塔
とう

 入生田303 紹太寺 

63 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

再
さい

興
こう

碑
ひ

（宝
ほう

永
えい

二年） 小田原城天守閣 

64 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

再
さい

興
こう

天
てん

守
しゅ

棟
むな

札
ふだ

（宝
ほう

永
えい

二年） 小田原城天守閣 

65 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

内
ない

大
だい

日
にち

一
いっ

尊
そん

種
しゅ

子
じ

板
いた

碑
び

 小田原城址公園 
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１-83 市指定の文化財の一覧（建造物） （令和４年（2022）11 月現在） 

No 種別 名称 所在地 

1 

有形 

文化財 
建造物 

徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

陣
じん

地
ち

跡
あと

の碑
ひ

 寿町4-14-15 

2 居
い

神
がみ

神
じん

社
じゃ

境
けい

内
だい

の古
こ

碑
ひ

群
ぐん

 城山4-23-29 居神神社 

3 正
しょう

恩
おん

寺
じ

の鐘
しょう

楼
ろう

門
もん

 本町4-5-7 正恩寺 

4 北
ほう

条
じょう

氏
うじ

康
やす

夫
ふ

人
じん

の墓
ぼ

碑
ひ

 栢山868 善栄寺 

5 国
こ

府
う

津
づ

建
けん

武
む

古
こ

碑
ひ

 国府津2038 寳金剛寺 

6 小
こ

嶋
じま

家
け

の宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

 酒匂2-41-37 大見寺 

7 小
こ

嶋
じま

家
け

の宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

・宝
ほう

塔
とう

 酒匂2-41-37 大見寺 

8 勝
しょう

福
ふく

寺
じ

の仁
に

王
おう

門
もん

 飯泉1161 勝福寺 

9 曽
そ

我
が

祐
すけ

信
のぶ

宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

 曽我谷津1159-ｲ-2 

10 船
ふな

津
つ

家
け

の長
なが

屋
や

門
もん

 小船139 

11 上
じょう

輩
はい

寺
じ

の五
ご

輪
りん

塔
とう

群
ぐん

 酒匂2-44-27  上輩寺 

 

  

１-82 市指定の文化財の位置（建造物） 

４.北条氏康夫人の墓碑 

９.曽我祐信宝篋印塔 

８.勝福寺の仁王門 
10.船津家の長屋門 

５.国府津建武古碑 

11.上輩寺の五輪塔群 

３.正恩寺の鐘楼門 

１.徳川家康陣地跡の碑 

２.居神神社境内の古碑群 

６.小嶋家の宝篋印塔 

７.小嶋家の宝篋印塔・宝塔 
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17.久野１号古墳 

10.久野諏訪ノ原４号古墳 

19.総世寺のカヤ 

11.中世集石墓 

34.須賀神社のクスノキ 

20.入生田のカゴノキ 

28.眞福寺のタブノキ 

29. 眞福寺のイトヒバ 

25.小田原城跡本丸の巨松 

21.長興山の枝垂桜 

22.長興山鉄牛和尚寿塔付近の樹叢 

35.瑞雲寺のモッコク 

１.小田原の道祖神（早川） 

27.紀伊神社の社叢 

16.平成輔の墓所  

14.明治天皇本町行在所跡（旧片岡本陣跡） 

26.御感の藤 

15.明治天皇宮ノ前行在所跡（旧清水金左衛門本陣跡） 

33.上輩寺の乳イチョウ 

２.玉寳寺の五百羅漢 

１.小田原の道祖神（北ノ窪） 

13.大久保一族の墓所 

５.山王原大漁木遣唄 

６.寿獅子舞 

７．白髭神社の奉射祭 

３.八幡神社の庚申塔群 

８.稲葉一族の墓所と鉄牛和尚の寿塔 

９.桐大内蔵の墓所 

１.小田原の道祖神（風祭） 

12.北条氏政・氏照の墓所 

36.三島神社のケヤキ 

18.羽根尾横穴古墳 

18.田島横穴古墳 

31.菅原神社のムクノキ 

32. 眞樂寺のボダイジュ 

39.前川近戸神社の社叢 

30.光照寺の柊（ヒイラギ） 

38.王子神社の杉 

１.小田原の道祖神（根府川） 

１.小田原の道祖神（高田） 

１.小田原の道祖神（矢作） 

１.小田原の道祖神（飯泉） 

37 廣済寺のカキ 

４.田島人形 

23.小田原城跡のイヌマキ 

24.小田原城跡のビャクシン 

 

１-84 市指定の文化財の位置（民俗文化財、記念物） 

１-85 市指定の文化財の一覧（民俗文化財、記念物） （令和４年（2022）11 月現在） 

No 種別 名称 所在地 

1 

民俗 

文化財 

有形の民俗

文化財 

小
お

田
だ

原
わら

の道
どう

祖
そ

神
じん

 飯泉1105-1ほか6か所 

2 玉
ぎょく

寳
ほう

寺
じ

の五
ご

百
ひゃく

羅
ら

漢
かん

 扇町5-1-28 玉寳寺 

3 八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

の庚
こう

申
しん

塔
とう

群
ぐん

 小八幡3-1-1 八幡神社 

4 田
た

島
じま

人
にん

形
ぎょう

 小田原市郷土文化館 

5 
無形の民俗

文化財 

山
さん

王
のう

原
ばら

大
たい

漁
りょう

木
き

遣
やり

唄
うた

 東町 

6 寿
ことぶき

獅
し

子
し

舞
まい

 曽我別所 

7 白
しら

髭
ひげ

神
じん

社
じゃ

の奉
ぶ

射
しゃ

祭
さい

 小船609 白髭神社 

8 

史跡 

稲
いな

葉
ば

一
いち

族
ぞく

の墓
ぼ

所
しょ

と鉄
てつ

牛
ぎゅう

和
お

尚
しょう

の寿
じゅ

塔
とう

 
入生田467 墓所、 

入生田454 寿塔 

9 桐大
きりおお

内蔵
く ら

の墓
ぼ

所
しょ

 扇町1-15-7 長安寺 

10 久
く

野
の

諏
す

訪
わ

ノ原
はら

４
よん

号
ごう

古
こ

墳
ふん

 久野2575-ｲ-2 

11 中
ちゅう

世
せい

集
しゅう

石
せき

墓
ぼ

 久野3256 

12 北
ほう

条
じょう

氏
うじ

政
まさ

・氏
うじ

照
てる

の墓
ぼ

所
しょ

 栄町2-7-8 

13 大
おお

久
く

保
ぼ

一
いち

族
ぞく

の墓
ぼ

所
しょ

 城山4-24-7 大久寺 

14 
明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

本
ほん

町
ちょう

行
あん

在
ざい

所
しょ

跡
あと

（ 旧
きゅう

片
かた

岡
おか

本
ほん

陣
じん

跡
あと

） 
本町3-12-3 

15 
明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

宮
みや

ノ
の

前
まえ

行
あん

在
ざい

所
しょ

跡
あと

（ 旧
きゅう

清
し

水
みず

金
きん

左
ざ

衛
え

門
もん

本
ほん

陣
じん

跡
あと

） 
本町3-5-25 

16 平
たいらの

成
なり

輔
すけ

の墓
ぼ

所
しょ

 南町3-10-34 報身寺 

17 久
く

野
の

１
いち

号
ごう

古
こ

墳
ふん

 穴部44 

18 田
た

島
じま

及
およ

び羽
は

根
ね

尾
お

横
よこ

穴
あな

古
こ

墳
ふん

 
田島1073-1ほか、 

羽根尾362 
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市指定の文化財の一覧（民俗文化財、記念物） （令和４年（2022）11 月現在） 

No 種別 名称 所在地 

19 

天然記念物 

総
そう

世
せい

寺
じ

のカヤ 久野3670 総世寺 

20 入
い

生
りゅう

田
だ

のカゴノキ 入生田127 

21 長
ちょう

興
こう

山
ざん

の枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

 入生田470 

22 長
ちょう

興
こう

山
ざん

鉄
てつ

牛
ぎゅう

和
お

尚
しょう

寿
じゅ

塔
とう

付
ふ

近
きん

の樹
じゅ

叢
そう

 入生田470ほか 

23 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

のイヌマキ 小田原城址公園 

24 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

のビャクシン 小田原城址公園 

25 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

本
ほん

丸
まる

の巨
おお

松
まつ

 小田原城址公園 

26 御
ぎょ

感
かん

の藤
ふじ

 小田原城址公園 

27 紀
き

伊
い

神
じん

社
じゃ

の社
しゃ

叢
そう

 早川1183-2ほか 紀伊神社 

28 眞
しん

福
ぷく

寺
じ

のタブノキ 早川892 眞福寺 

29 眞
しん

福
ぷく

寺
じ

のイトヒバ 早川892 眞福寺 

30 光
こう

照
しょう

寺
じ

の 柊
ひいらぎ

（ヒイラギ） 鴨宮753 光照寺 

31 菅
すが

原
わら

神
じん

社
じゃ

のムクノキ 国府津1752 菅原神社 

32 眞樂
しんらく

寺
じ

のボダイジュ 国府津3-2-22 眞樂寺 

33 上
じょう

輩
はい

寺
じ

の乳
ちち

イチョウ 酒匂2-44-27 上輩寺 

34 須
す

賀
が

神
じん

社
じゃ

のクスノキ 上曽我902 須賀神社 

35 瑞
ずい

雲
うん

寺
じ

のモッコク 上曽我902 瑞雲寺 

36 三
み

島
しま

神
じん

社
じゃ

のケヤキ 千代278 三島神社 

37 廣
こう

済
さい

寺
じ

のカキ 中村原691 廣済寺 

38 王
おう

子
じ

神
じん

社
じゃ

の杉
すぎ

 沼代506 王子神社 

39 前
まえ

川
かわ

近
ちか

戸
ど

神
じん

社
じゃ

の社
しゃ

叢
そう

 前川1431ほか 近戸神社 
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（４）国の登録有形文化財 

 

千世倭樓の主
おも

屋
や

と土
ど

蔵
ぞう

 

千世倭樓は、秋田県平鹿郡地方で江戸末期から明

治初期頃に広まった 曲
まがり

屋
や

形式を継承する住宅であ

る。木造一部２階建で、入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

の屋根を架け、

豪壮な外観としている。直線状の梁を用いた梁組、

貫
ぬき

と束
つか

を多用した軸組や小屋組、優れた飾りの床が

見られる座敷などに、近代の造形が顕著に認められ

る。（明治中期建築／平成 12年（2000）移築） 

 

旧
きゅう

豊
と

島
しま

家
け

住
じゅう

宅
たく

主
おも

屋
や

と門
もん

及
およ

び塀
へい

 

旧
きゅう

豊
と

島
しま

家
け

住
じゅう

宅
たく

は、小田原中心部(栄
さかえ

町
ちょう

)の旧武

家地に位置し、昭和 16 年(1941)に建てられた。平

屋建入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

桟瓦葺で、庭に面して入
いり

母
も

屋
や

の妻を

両端に掲げ格式を高めている。奥に庭に面した縁側

を通して八畳、六畳、四畳半を並べた、端正な座敷

を有する上質な近代和風住宅である。門は、腕木門

形式の切
きり

妻
づま

造
づくり

桟瓦葺で、総延長 28m の塀は、主屋

とともに城下町の旧武家地の様相を伝える。現在は

小田原市所有。 

 

神
こう

戸
べ

屋
や

ふるや店
てん

店
てん

舗
ぽ

及び主
おも

屋
や

 

神
こう

戸
べ

屋
や

ふるや店
てん

店
てん

舗
ぽ

及び主
おも

屋
や

は、国
こ

府
う

津
づ

駅から国

道１号に出る角地に建つ建築物である。タクシー会

社の車庫兼社屋として建てられたもので、現在では

車庫部分を店舗として利用している。国
こ

府
う

津
づ

に多く

見られる看板建築（洋風石造建築の外観をモルタル

などで模した建物）の好例である。 

 

 

  

１-88 神戸屋ふるや店 

１-86 千世倭樓主屋 

１-87 旧豊島家住宅主屋 
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１-90 国の登録有形文化財の一覧 （令和６年（2024）11月現在） 

No 種別 名称 所在地 

1 

建造物 

松
まつ

永
なが

記
き

念
ねん

館
かん

老
ろう

欅
きょ

荘
そう

（ 旧
きゅう

松
まつ

永
なが

安
やす

左
ざ

ヱ
え

門
もん

邸
てい

） 板橋513-7 

2 山
さん

月
げつ

（旧
きゅう

共
きょう

寿
じゅ

亭
てい

） 板橋913 

3 松
まつ

永
なが

記
き

念
ねん

館
かん

葉
よう

雨
う

庵
あん

 板橋941-1 

4 千世倭樓主
おも

屋
や

 風祭50 

5 千世倭樓土
ど

蔵
ぞう

 風祭50 

6 だるま 料
りょう

理
り

店
てん

主
おも

屋
や

 本町2-1-30 

7 済
さい

生
せい

堂
どう

薬
やっ

局
きょく

小
こ

西
にし

本
ほん

店
てん

店
てん

舗
ぽ

 本町4-2-48 

8 清
せい

閑
かん

亭
てい

 南町1-5-73 

9 小
お

田
だ

原
わら

文
ぶん

学
がく

館
かん

（旧
きゅう

田
た

中
なか

光
みつ

顕
あき

別
べっ

邸
てい

）別
べっ

館
かん

 南町2-3-18 

10 小
お

田
だ

原
わら

文
ぶん

学
がく

館
かん

（旧
きゅう

田
た

中
なか

光
みつ

顕
あき

別
べっ

邸
てい

）本
ほん

館
かん

 南町2-3-4 

11 長
は

谷
せ

川
がわ

家
け

住
じゅう

宅
たく

店
てん

舗
ぽ

及び主
おも

屋
や

 国府津3-13-4 

12 長
は

谷
せ

川
がわ

家
け

住
じゅう

宅
たく

石
いし

蔵
ぐら

 国府津3-2-25 

13 神
こう

戸
べ

屋
や

ふるや店
てん

店
てん

舗
ぽ

及び主
おも

屋
や

 国府津4-2-18 

14 岩
いわ

瀬
せ

家
け

住
じゅう

宅
たく

主
おも

屋
や

 鴨宮692 

15 寳
ほう

金
こん

剛
ごう

寺
じ

庫
く

裏
り

 国府津2038 

16 旧
きゅう

内
うち

野
の

醤
しょう

油
ゆ

店
てん

店
てん

舗
ぽ

兼
けん

主
おも

屋
や

 板橋600ほか 

17 旧
きゅう

内
うち

野
の

醤
しょう

油
ゆ

店
てん

新
しん

座
ざ

敷
しき

 板橋598ほか 

18 旧
きゅう

内
うち

野
の

醤
しょう

油
ゆ

店
てん

店
みせ

蔵
ぐら

 板橋602ほか 

19 旧
きゅう

内
うち

野
の

醤
しょう

油
ゆ

店
てん

文
ぶん

庫
こ

蔵
ぐら

 板橋600 

20 旧
きゅう

内
うち

野
の

醤
しょう

油
ゆ

店
てん

穀
こく

藏
ぐら

 板橋604-ｲほか 

21 旧
きゅう

内
うち

野
の

醤
しょう

油
ゆ

店
てん

工
こう

場
じょう

 板橋600ほか 

22 旧
きゅう

内
うち

野
の

醤
しょう

油
ゆ

店
てん

稲
いな

荷
り

社
しゃ

 板橋602 

23 旧
きゅう

内
うち

野
の

醤
しょう

油
ゆ

店
てん

表
おもて

塀
べい

 板橋598ほか 

24 旧
きゅう

豊
と

島
しま

家
け

住
じゅう

宅
たく

主
おも

屋
や

 栄町4-700-1 

25 旧
きゅう

豊
と

島
しま

家
け

住
じゅう

宅
たく

門
もん

及び塀
へい

 栄町4-700-1 

26 小
お

田
だ

原
わら

宿
じゅく

なりわい交
こう

流館
りゅうかん

（旧角
きゅうかど

吉
きち

店舗
てんぽ

） 本町3-6-23 

27  松
まつ

永
なが

記
き

念
ねん

館
かん

無住
むじゅう

庵
あん

 板橋513-7 

28  旧石
きゅういし

田家
だ け

国府津
こ う づ

別邸
べってい

主屋
お も や

 国府津2064-3 

29  旧石
きゅういし

田家
だ け

国府津
こ う づ

別邸
べってい

洋館
ようかん

 国府津2064-3 

 

１-89 国の登録有形文化財及び小田原ゆかりの優れた建造物の位置 

１.松永記念館老欅荘（旧松永安左ヱ門邸） 

27.松永記念館無住庵 
２.④山月（旧共寿亭） 

４.千世倭樓主屋 

５.千世倭樓土蔵 

３.松永記念館葉雨庵 

10.小田原文学館（旧田中光顕別邸）本館 
９.小田原文学館（旧田中光顕別邸）別館 

８.清閑亭 

７.済生堂薬局小西本店

店舗 

６.だるま料理店主屋 

14.③岩瀬家住宅主屋 

15.寶金剛寺庫裏 

12.長谷川家住宅石蔵 13.神戸屋ふるや店店舗及び主屋 

11.長谷川家住宅店舗及び主屋 

16.旧内野醤油店店舗兼主屋 

17.旧内野醤油店新座敷 

18.旧内野醤油店店蔵 

19.旧内野醤油店文庫蔵 

20.旧内野醤油店穀藏 

21.旧内野醤油店工場 

22.旧内野醤油店稲荷社 

23.旧内野醤油店表塀 

24.旧豊島家住宅主屋 

25.旧豊島家住宅門及び塀 

 

②静山荘 

①諸戸邸 

26.小田原宿なりわい交流館（旧角吉店舗） 

28. 旧石田家国府津別邸主屋 

29. 旧石田家国府津別邸洋館 
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（５）小田原ゆかりの優れた建造物  

本市にある建造物のうち、建築技術や意匠に優れ、かつ、わが国の政治、経済、芸術等

に貢献した人にゆかりがある建造物を、本市独自の制度で小田原ゆかりの優れた建造物

として認定している。 

 

岩
いわ

瀬
せ

邸
てい

 

岩
いわ

瀬
せ

邸
てい

は、安政４年（1857）〜５年（1858）に建築さ

れた建物で、戦後、三越の社長として長年財界で活躍

した岩
いわ

瀬
せ

英
えい

一
いち

郎
ろう

の生家である。 

幕末から明治期の豪農の住宅の形態を残す貴重な茅

葺き農家造りである。力強い重量感を持ちながらも、

控え目で、上品な静けさを感じる建物であり、内部も

余計な飾りがない。安政４年（1857）の建築時の平面

図が残されており、これと比べると、ほぼ建築当初の形態をとどめていることがわかる。

特に、通常は使用していない来賓用の玄関が当時をしのばせ貴重である。 

庭は、樹木、塀等が効率よく並び、外の騒音を遮断しており、松煙塗りの黒板塀と力強

い御影石の門柱が民家風の外観の建物と良く調和している。 

 

  １-92 小田原ゆかりの優れた建造物の一覧 （令和４年（2022）11 月現在） 

No 名称 所在地 

① 諸
もろ

戸
と

邸
てい

 国府津5-8-4 

② 静
せい

山
ざん

荘
そう

 南町3-1-20 

③ 岩
いわ

瀬
せ

邸
てい

 鴨宮692 

④ 山
さん

月
げつ

（旧
きゅう

共
きょう

寿
じゅ

亭
てい

） 板橋913 

 

１-91 岩瀬邸 
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（６）主な未指定文化財 

本市には、長く地域で愛され大切に守り継承されている、地域の宝ともいえる文化財

が多数存在しており、ここにその一端を紹介する。 

 

光
こう

円
えん

寺
じ

のイチョウ 

小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

の上方（現、板
いた

橋
ばし

）見附の傍らに建つ

光
こう

円
えん

寺
じ

の境内にそびえるイチョウである。樹齢は 300

年程度、樹高は 40m あり、遠方からもよく望むこと

ができる。江戸時代、F・ベアトが撮影した小田原宿

の写真のほか、明治時代の早川口からの写真（櫻
さくら

木
ぎ

達
たつ

夫
お

編著『昨日の道 去年の坂』）には、画面中央に

映り、往時、東海道を往来する人々にとってランド

マーク的存在であったことがうかがえる。 

 

小
お

田
だ

原
わら

用
よう

水
すい

 

小
お

田
だ

原
わら

用
よう

水
すい

は、箱
はこ

根
ね

芦ノ湖を水源とする早
はや

川
かわ

の水

を小田原の旧城下町に送る水路で、取水堰は国道１

号の上
かみ

板
いた

橋
ばし

交差点近くに設けられている。日本で最

古の上水道といわれ、天正 18年（1590）の小田原合

戦に関する絵図にも描きこまれている。 

 

荻
おぎ

窪
くぼ

用
よう

水
すい

 

荻
おぎ

窪
くぼ

用
よう

水
すい

は、寛政９年（1797）から享和２年（1802）

にかけて、小田原藩の水田開発事業として開かれた

全長 10.3kmの用水路である。古くは湯本堰とよばれ

ていた。水源はやはり早川
はやかわ

で、箱
はこ

根
ね

町
まち

塔
とう

ノ沢
さわ

の東京

電力（株）山崎発電所取水ダムの近くに取入口が設

けられており、ここから旧東海道沿いに山の中腹を

掘り抜き小田原市風
かざ

祭
まつり

へ、さらに遂
ずい

道
どう

（トンネル）

で山を越えて荻
おぎ

窪
くぼ

へと引水されていた。荻窪
おぎくぼ

の字駒

形に荻
おぎ

窪
くぼ

用
よう

水
すい

を利用した水車が１軒残っている。 

 

 

１-95 荻窪用水を利用した駒形水車 

１-93 早川口から臨む光円寺のイチョウ 

１-94 小田原用水 
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北
ほう

条
じょう

幻
げん

庵
あん

の居
きょ

館
かん

跡
あと

 

北
ほう

条
じょう

幻
げん

庵
あん

宗
そう

哲
てつ

（永正元年（1504）頃～天正 17年

（1589））は、伊
い

勢
せ

宗
そう

瑞
ずい

（北
ほう

条
じょう

早
そう

雲
うん

）の末子で、大

永４年（1524）から天文７年（1538）頃まで箱根権

現の別当をつとめた。天文 10年（1541）、兄の２代

氏
うじ

綱
つな

が逝去した後は、一族の長老的な存在として３

代氏
うじ

康
やす

、４代氏
うじ

政
まさ

を支えた。また、北条
ほうじょう

一族の中で

も文化的素養のある人物として知られる。久
く

野
の

にあ

る居館跡には、屋敷の遺構と伝えられる庭園があり、地域で大切に保存され、継承されて

いる。 

 

田
た

島
じま

の風
ふう

外
がい

窟
くつ

 

田
た

島
じま

の風
ふう

外
がい

窟
くつ

は、江戸初期の禅僧、風
ふう

外
がい

慧
え

薫
くん

（永

禄 11年（1568）～承応３年（1654）ヵ）が住んでい

たと伝えられる洞窟で、古墳時代の７基の横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

を

転用している。風
ふう

外
がい

慧
え

薫
くん

は、元和年間に小田原に入

り、成
なる

田
だ

の 成
じょう

願
がん

寺
じ

の住職を務めたが、元和８年

（1622）頃から７年ほど、上
かみ

曽
そ

我
が

と田
た

島
じま

の洞窟に入

って修行したと伝えられている。風
ふう

外
がい

は洞窟の近在

に住む崇拝者から布施を受け、その代わりに仏僧の

画を与えて、洞窟生活を続けていたとの伝承があり、地元にはその絵画が伝存している。 

 

栢
か

山
やま

田
た

植
うえ

歌
うた

 

栢
か

山
やま

田
た

植
うえ

歌
うた

は、田植えをする農家の女性たちが、

田植えの調子を取るために歌ったものである。明

治期から昭和 40年代の初めまで、御
ご

殿
てん

場
ば

から早乙

女が出稼ぎにやってきて、栢
か

山
やま

や曽
そ

我
が

などに田
た

植
うえ

歌
うた

が伝えられたといわれている。歌詞には、農作業

の様子や領主の館の様子のほか、豊作の祈りを込

め、鶴や亀のめでたい動物が詠み込まれている。栢

山田植歌保存会は長期にわたり市内小学校の農業

体験や後継者育成発表会で活動してきたが、構成

員の高齢化とともにその継承が危惧されている。 

１-97 田島の風外窟 

１-96 幻庵作と伝えられる池 

１-98 田植え作業に合わせて歌う 

栢山田植歌 
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（７）小田原市の特産品 

「新
しん

編
ぺん

相模
さがみの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

（天保 12 年（1841））には、小田原地方の土産として、小
お

田
だ

原
わら

宿
しゅく

の透
とう

頂
ちん

香
こう

（ういろう）、鱁
うる

鮧
か

（塩辛）、提
ちょう

燈
ちん

、梅実、石
いし

橋
ばし

や米
こめ

神
かみ

、前
まえ

川
かわ

の蜜柑、石
いし

橋
ばし

や

米
こめ

神
かみ

、根
ね

府
ぶ

川
かわ

の根府川石や小松石、久
く

野
の

の柿実や梨子、蕨
わらび

、海産物のタイやマグロ、カ

ツオ、ヒラメ、アジ、サバが掲げられている。これらは小田原城下や近隣の村々へ流通し

ていたと考えられるが、明治時代に入ると交通網の発達とともに販路を広げ、生産量が

増える物産も出てきた。 

 

①漁業に関わる特産品 

小田原地方は、定置網漁業地として知られており、その中心的な漁場は、江
え

之
の

浦
うら

や米
こめ

神
かみ

である。とはいえ小田原の漁業は、江戸後期とされる定置網の導入以前から着実に発展

していたと考えられ、江戸初期には海岸沿いの早
はや

川
かわ

・山
さん

王
のう

原
はら

・酒
さか

匂
わ

・小
こ

八
や

幡
わた

等の村々に藩

から舟役が課せられていた。また、寛文 12年（1672）の漁業関係の記録には、四
よ

艘
そ

張
ばり

網、

海老網、鰤
ぶり

網、棒
ぼう

受
うけ

網、鯛
たい

長
なが

縄
なわ

、ぼら網などの張
はり

網
あみ

漁業が行われていたことが記載されて

いる。そして大正時代になると、小田原町の産業の中で、水産業は、第１位の産額を占め

るほど、活況を呈することとなった。 

鎌倉後期、小田原の海岸では藻塩が生産されていた（「十六夜日記」）。戦国時代には、

前
まえ

川
かわ

で塩田による製塩が行われていたことが確認される（「前
まえ

羽
は

村
むら

誌
し

所
しょ

収
しゅう

文
もん

書
じょ

」）。漁獲

量の増加に伴い、カツオのたたきや塩辛が製造され、宿内の名物として知られていたが、

これらの製造にも地元産の塩が用いられたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１-99 小田原海濱漁網（東海道名所画帖 嘉永４年（1851）） 

（神奈川県立図書館蔵） 
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小田原蒲鉾
かまぼこ

  

現在広く知られている小田原蒲鉾
かまぼこ

は、小田原地方

の沿岸漁業が盛んになり、漁獲高が著しく増加した

ため、魚商が鮮魚の売れ残りの魚を有効利用するか

たちで天明年間（1781～1789）頃から製造が始めら

れたと伝えられている。明治時代以降、交通の発達

と共に販路が拡大し、生産量が急激に増大すると、

同中期頃から、小田原のかまぼこ屋を取りまとめる

同業者の会がつくられ、現在は小田原蒲鉾
かまぼこ

協同組合

が小田原蒲鉾
かまぼこ

の品質保持や販売促進に努めている。小田原蒲鉾
かまぼこ

の特徴として、板付けの

蒸し蒲鉾
かまぼこ

であること、スケトウダラのすり身一辺倒の傾向が全国的に広がる中でグチの

使用量が全国一であることが挙げられ、市民のみならず全国的に多くの愛好者を持ち、

小田原蒲鉾の知名度は高いとされている。  

 

干物 

小田原の干物は、江戸時代、地場で揚がるアジ、カ

マスを原料として、魚の仲買業により製造が始めら

れた。今では、地場産を始め、世界各地でとれたマア

ジ、ムロアジ、カマス、イワシなど旬の魚を原料に、

伝統的な技術と衛生的な量産設備で、年間 6,000 ト

ンの塩干品が生産され全国に出荷されている。 

１-100 小田原蒲鉾  

１-101 干物 
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②農業に関わる特産品 

小田原市の農業は、梅やみかん、水稲の栽培に代表される。梅は北東部にある曽
そ

我
が

梅林

の周辺、みかんは西部の箱
はこ

根
ね

外
がい

輪
りん

山
ざん

東麓の片
かた

浦
うら

や早
はや

川
かわ

、東部の大
おお

磯
いそ

丘
きゅう

陵
りょう

周辺の曽
そ

我
が

や国
こ

府
う

津
づ

などを中心に栽培されている。また、水稲は神奈川県下有数の米どころである酒
さか

匂
わ

川
がわ

流域の平野部で栽培されている。 

近年では、みかんの転作として、キウイフルーツや、年明けから４月頃に出荷される

晩柑
ばんかん

類、ビニールハウスを利用した生花などの多様な農作物が生産されている。また、水

田転作畑で梨や柿などの果物、玉ねぎや茄子、ほうれん草、大根等の野菜が生産されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅 

曽我
そ が

梅林を中心とする小田原における梅の栽培に

は 500 年以上の歴史があるとされ、梅干は、疲労回

復や解毒効果など多くの効能があることから、江戸

時代には旅に欠かせない食品として親しまれてい

る。また、明治期以降には兵士が携行する食料とし

て需要が高まった。 

 

１-102 小田原市における農産物の主な産地(令和３年（2021）３月現在) 

１-103 梅の実 
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その後、アジア・太平洋戦争後にかけて、一時生

産が減少したものの、昭和 30 年代に入ると再び需

要が高まり、小田原を代表する特産品に成長した。 

今日では梅を菓子に加工する菓匠も多く、甘
かん

露
ろ

梅
うめ

、梅
うめ

風
ふう

露
ろ

、梅の中など、小田原特産の梅を使った

50種類以上の名産菓子が製造・販売されている。 

 

みかん 

本市において、みかんの栽培は古くから行われて

おり、江戸時代には当地の名産として知られ、明治

時代には鉄道の開通に伴って商品化が進んだ。戦時

中、みかんの栽培は存続の危機に瀕しながらも、現

在に至るまで本市の主要な農産物として広く知られ

ている。 

現在、みかんの栽培は箱
はこ

根
ね

外輪山
がいりんざん

東麓に位置する

片
かた

浦
うら

・早
はや

川
かわ

地域を中心に、市内の広い範囲で行われ

ている。栽培は、古くから丘陵地の地形を利用した段々畑で行われてきた。戦後からは片
かた

浦
うら

・早川
はやかわ

地域を中心として、段々畑の法面
のりめん

に箱
はこ

根
ね

外
がい

輪
りん

山
ざん

の溶岩を利用した石積みを設け

るようになった。 

 

水稲 

酒
さか

匂
わ

川
がわ

流域に広がる足
あし

柄
がら

平
へい

野
や

での農業は水稲耕

作が中心である。明治後期には、裏作に麦を栽培し

ていた。 

１-104 梅干しの製造（天日干し） 

１-106 水田 

１-105 小田原で採れるみかん 
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③伝統工芸品 

北条氏の時代、小田原には、城下町の発展に伴って職人たちが多く来往し、これら職人

たちから伝えられた技術によって、小田原物と呼ばれる茶湯釜の小田原天命や甲冑の小

田原鉢、漆器の小田原彫などをはじめとする伝統工芸品が生み出された。 

その中には今日まで伝えられ、小田原固有の伝統技術と文化を象徴する物産となって

いるものがある。 

 

小田原漆器 

小田原漆器は、彩
いろ

漆
うるし

塗
ぬり

の技法を用いた漆器であ

り、北
ほう

条
じょう

氏
うじ

康
やす

が塗師を城下に招いたのを契機に発

達したとされている。 

原材料の自然な木目を生かした仕上げに特徴が

あり、昭和 59 年（1984）には通商産業大臣（現、

経済産業大臣）指定の伝統的工芸品に指定された。 

 

箱
はこ

根
ね

寄
よせ

木
ぎ

細
ざい

工
く

 

箱根寄木細工の生産は、江戸後期に箱根
は こ ね

畑
はた

宿
じゅく

で

始められたとされている。当初は乱
らん

寄
よせ

木
ぎ

や単
たん

位
い

文
もん

様
よう

が主流であったが、明治初期に静岡方面の寄木技法

を取り入れて、連続文様の小
こ

寄
よせ

木
ぎ

の技法などが確立

された。街道土産として広く知られ、江戸末期には

江戸方面へ出荷されたほか、外国へも輸出されるよ

うになった。 

その後、大正時代に考案された組
くみ

木
き

細
ざい

工
く

も国内外で人気を博しており、小田原市指定

重要文化財に指定されているものもある。 

  

１-107 小田原漆器 

１-108 箱根寄木細工 
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木
もく

象
ぞう

嵌
がん

 

小田原及び箱根方面の木
もく

象
ぞう

嵌
がん

は、江戸時代に手彫

りの彫り込み象
ぞう

嵌
がん

技法を用いて始められたが、明治

時代の白
しら

川
かわ

洗
せん

石
せき

によって糸鋸引き抜き木
もく

象嵌
ぞうがん

技法

が開発され、量産技術が確立された。 

 

提灯 

小田原提灯は、江戸中期に小田原の提灯職人甚
じん

左
ざ

衛
え

門
もん

が考案したといわれている。 

本体部分を蛇腹形状に折りたたむことができて携

帯しやすく、中骨が平たく、紙との接着面が大きいた

めに雨や霧で濡れても剥がれにくいのが特徴であ

る。 

作業工程も比較的単純で安価であり、一部材料に

使った大
だい

雄
ゆう

山
ざん

最
さい

乗
じょう

寺
じ

の神木を用い、魔除けになると

宣伝したこともあわせて、大いに人気を博した。 

小田原のシンボルの１つともなっており、小田原

駅構内には巨大な小田原提灯が設置されている。 

また、毎年行われる小田原ちょうちんまつりに際

しては、市内の小学生が趣向を凝らして製作した小

田原提灯が小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

本丸広場に展示されており、

小田原宿なりわい交流館では観光客向けに小田原提

灯の製作体験も行われている。 

なお、昭和 50年（1975）に発足した小田原ちょう 

ちん保存会が小田原ちょうちん踊りを考案し、小田原

ちょうちん踊保存会により小田原提灯の再認識と普

及に努めている。  

１-110 小田原提灯 

No 種別 名称 所在地 

19 

天然記念物 

総
そう

世
せい

寺
じ

のカヤ 久
く

野
の

3670 総世寺 

20 入
い

生
りゅう

田
だ

のカゴノキ 入
い

生
りゅう

田
だ

110 

21 長
ちょう

興
こう

山
ざん

の枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

 入
い

生
りゅう

田
だ

470 

22 長
ちょう

興
こう

山
ざん

鉄
てつ

牛
ぎゅう

和
お

尚
しょう

寿
じゅ

塔
とう

付
ふ

近
きん

の樹
じゅ

叢
そう

 入
い

生
りゅう

田
だ

470ほか 

23 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

のイヌマキ 小田原城址公園 

24 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

のビャクシン 小田原城址公園 

25 小
お

田
だ

原
わら

城
じょう

跡
あと

本
ほん

丸
まる

の巨
おお

松
まつ

 小田原城址公園 

26 御
ぎょ

感
かん

の藤
ふじ

 小田原城址公園 

27 紀
き

伊
い

神
じん

社
じゃ

の社
しゃ

叢
そう

 早
はや

川
かわ

1183-2ほか 紀伊神社 

28 真
しん

福
ぷく

寺
じ

のタブノキ 早
はや

川
かわ

892 真福寺 

29 真
しん

福
ぷく

寺
じ

のイトヒバ 早
はや

川
かわ

892 真福寺 

30 光
こう

照
しょう

寺
じ

の 柊
ひいらぎ

（ヒイラギ） 鴨
かもの

宮
みや

753 光照寺 

31 菅
すが

原
わら

神
じん

社
じゃ

のムクノキ 国
こ

府
う

津
づ

1752 菅原神社 

32 真
しん

楽
らく

寺
じ

のボダイジュ 国
こ

府
う

津
づ

3-2-22 真楽寺 

33 上
じょう

輩
はい

寺
じ

の乳
ちち

イチョウ 酒
さか

匂
わ

2-44-27 上輩寺 

34 須
す

賀
が

神
じん

社
じゃ

のクスノキ 上
かみ

曽
そ

我
が

902 須賀神社 

35 瑞
ずい

雲
うん

寺
じ

のモッコク 上
かみ

曽
そ

我
が

902 瑞雲寺 

36 三
み

島
しま

神
じん

社
じゃ

のケヤキ 千
ち

代
よ

278 三島神社 

37 広
こう

済
さい

寺
じ

のカキ 中
なか

村
むら

原
はら

691 広済寺 

38 王
おう

子
じ

神
じん

社
じゃ

の杉
すぎ

 沼
ぬま

代
しろ

506 王子神社 

39 前
まえ

川
かわ

近
ちか

戸
と

神
じん

社
じゃ

の社
しゃ

叢
そう

 前
まえ

川
かわ

1431 近戸神社 

 

１-111 小田原ちょうちん夏まつり（小

田原城の堀に映る小学生製作の提灯） 

１-112 小田原ちょうちん踊り 

１-109 木象嵌 



 

72 

鋳物 

小田原における鋳物生産は、天文３年（1534）に河内から来往した山
やま

田
だ

二
じ

郎
ろう

左
ざ

衛
え

門
もん

が鋳物業を開いたことに始まるとされる。「北
ほう

条
じょう

氏
うじ

康
やす

朱
しゅ

印
いん

状
じょう

（相
そう

州
しゅう

文
もん

書
じょ

）」などによると、山
やま

田
だ

は北条氏の発注する日用品や兵器の製

作にあたっており、鋳物師の棟梁を務めていたことが確認される。また江

戸時代に入り大
おお

久
く

保
ぼ

氏の時代には、相模
さがみの

国
くに

における鋳物生産の５割を占め

ていた。 

「釜
かま

師
し

由
ゆい

緒
しょ

」（元禄 13年（1700））によれば、小田原で鋳造された茶湯釜

は小
お

田
だ

原
わら

天
てん

命
みょう

と呼ばれ、関東名茶湯釜の１つであったことが知られるが、

山田はその生産にもあたっていたと考えられている。 

小田原の伝統的な鋳物技術は、今日、楽器のシンバルや風鈴の生産など

に引き継がれている。 

 

④その他の特産品 

石材 

広大な関東平野が広がる関東地方において、硬質な火山岩を採石できる地域は限られ

ているが、小田原市周辺では箱根火山の恩恵により多くの火山岩を採石することができ、

古くから石膏の存在が確認されるなど、人と石材とのかかわりを確認することができる

地域となっている。「新
しん

編
ぺん

相模
さがみの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

」にも、市内所在の７つの村の特産品として石

材が掲げられている。 

また、小田原及び箱根地方では中世前期の石塔が多数確認されるが、銘文によると、奈

良西大寺系の石工が製作に関与していた例が確認される。畿内よりもたらされた最新の

加工技術がこの地に伝播していたことを示す重要な事例の１つといえる。その後、中世

後期の北
ほう

条
じょう

氏の時代には大
おお

窪
くぼ

（現、板
いた

橋
ばし

）在住の石切の存在が確認されており、その技

術はこの大窪石切にも継承されたと見ることができる。 

大
おお

窪
くぼ

石切は、江戸時代以後も、江戸城（千代田区ほか）や駿府
す ん ぷ

城
じょう

（静岡市）の石切御

用、品川台場の造営などにあたっている。 

国指定の史跡である江
え

戸
ど

城
じょう

石
いし

垣
がき

石
いし

丁
ちょう

場
ば

跡
あと

のうち、市内所在の早
はや

川
かわ

石
いし

丁
ちょう

場
ば

群
ぐん

関
かん

白
ぱく

沢
ざわ

支
し

群
ぐん

は、江戸城石垣用の石材を採石した石丁場である。この他にも、市内には多くの石丁場

の跡が確認されており、久
く

野
の

などの山間部は小田原城用、片
かた

浦
うら

地域などの海浜部は江戸

城用の石丁場であったと考えられている。その後、江戸城石垣の構築が修築すると、石材

採取を担当した各大名家は管轄する御
ご

用
よう

丁
ちょう

場
ば

を名主に管理させ、のちの石垣普請に備え

ていくこととなる。このほか、村の入会地などを借り受けて民営で運営する名主丁場や

１-113  

小田原風鈴 



 

73 

商人資本による商人丁場なども開設され、片
かた

浦
うら

地域を中心に多くの石丁場が運営されて

いた。 

良好な石材の産地という自然条件とこうした歴史的な前提のもと、小田原市内には現

在も多くの石材加工業者が存在している。 

  

（８）日本遺産 

 「旅人たちの足跡残る悠久の石畳道―箱根八里で辿る遥かな江戸の旅路」 

 

箱根八里とは、小田原宿から箱根宿までの４里（約 16キロ）と箱根宿から三島宿まで

の４里を合わせた東海道の旅路を指す。江戸時代に整備された五街道の中でも屈指の通

行量を誇る東海道は、参勤交代の西国大名や江
え

戸
ど

参
さん

府
ぷ

のオランダ商
しょう

館
かん

長
ちょう

、朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

や長崎奉行など、著名な歴史上の人物が数多く往来したことから、道中にはさまざまな

旅人たちのエピソードが残っている。また風
ふう

光
こう

明
めい

媚
び

な場所や名所旧跡が多く、浮世絵や

和歌、俳句などの題材にもしばしば取り上げられている。小田原市、箱根町、静岡県三島

市、函南町に跨る、この歴史ある旅路が平成 30年（2018）5月 24日に日本遺産として認

定された。 

小田原宿は箱根八里の東の起点であり、江戸を発った旅人が初めて目にする城下町で、

箱根越えを控え、にぎわいをみせていた。小田原城跡は、復興された天守閣や城門などの

白壁、石垣、水堀の景観などに城下町時代の名残りを伝える。かまぼこ通りは、相模湾で

揚がる鮮魚を加工した蒲鉾
かまぼこ

の販売販路を周辺の温泉宿などへ拡大し、小田原の名物に育

てあげた老舗群を中心に、落ち着いた商家の佇
たたず

まいをとどめている。歌舞伎の外
うい

郎
ろう

売
うり

で

知られた老舗のういろうは、戦国時代から続く薬種商で、薬を販売するかたわら、甘い菓

子のういろうを代々小田原で作り続けており、これらが小田原宿を象徴する構成文化財

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-114 小田原城跡 １-115 かまぼこ通り １-116 ういろう 
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